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巻 頭 言 

会長就任に あ た っ て 

伊 藤 右 橘 山 
早稲田第一理工学部応用化学科は1917年大正6年に創立され現在創立79年を経過しています。又早稲 

田応用化学会の会員数は5800名強となっています。この歴史と伝統ある早稲田大学応用化学会会長の大 

役を拝命し，身にあまる光栄と存じております。はなはだ非力と存じますが，応用化学会の発展に力を 

尽くしたいと考えて居りますので，会員諸君及び教室側のご支援を心からお願い申し上げます。 

私は昭和27年に入学をいたしました。戦後の混沌とした時代から，化学産業が肥料を中心として発展 

し始めた時期であり，入学時の競争倍率が36倍と理工学部の中では，飛びぬけて高かった事を鮮明に覚 

えて居ります。 

入学から卒業迄の4年間はよく学びよく遊び，又よき師を，よき友をいただき，まさに青春を謡歌い 

たしました。この時代の教育が，その後の人間形成に大きく影響した事を，心から感謝して居ります。 

戦後50年が経ち，今日，わが国は，明治維新後の改革，第二次世界大戦後の改革に匹敵する， 言わば 

第三の改革の時期を迎えています。 

又これからの時代を特徴づけるキーワードのーつは，あらゆる面における 「ボーダーレスの進行」 で 

あると思われるので，それにふさわしい人間像が求められると存じます。 

ボーダーレスとは，言うまでもなく国際関係において国と国との垣根がどんどん低くなってきたこと 

を指します。これからの人たちはどんな職業に従事していようと，国際社会の一員としての認識を一層 

深めなければならないと思います。ボーダーレスは国際関係だけではなく，学問の分野における 「学際 

的」あるいは産業界における 「業際的」 という用語のとおり，異種の学問あるいは異種の業種の重なり 

合いが，これから広がっていくでしょうし，又垣根は更に低くなってきております。 

応用化学のカバーする分野は元来非常に広く，ボーダーレスの様であるのが実態です。前々の本会会 

長・岩城謙太郎殿が言われている様に復合化学では電気や機械との相乗り技術が多いし，特に電子工業 

に於いてはその感が強いのも実態であります。 

そのためにも大学に於ける基礎研究，基礎知識の繰り返しが現在も今後とも非常に大切になると思わ 

れます。 

期待される人間像は，日本人あるいは社会人としてであれ，企業における社員としてであれ，大きな 

違いがあるはずもありません。 また二十世紀末の今日であれ，二十一世紀においてであれ，期待される 

人間像には時代を超えて変りないものがありましょう。情熱とか誠実，あるいは積極性とか，創造性と 

いった美徳が，美徳とされなくなる時代が，来るというようなことはとても信じられません。 

このような社会構造の変化の中で，大学に望まれる機能は増加し，早稲田大学も応用化学科も一層の 

充実を計ろうとしております。 

ボーダーレスの社会になればなるほど，応用化学会もいままで以上に重要な役割を果していかなけれ 

ばなりません。そのためには会員各位のこの応用化学会への関心をもう少し高く持っていただく事が一 

番大切であると存じます。会員の皆様，学生の皆様，御指導，御鞭捷のほど，宜しくお願い申し上げま 

す。 

東邦亜鉛脚 代表取締役会長，日経連常任理事（昭和31年応用化学科卒・新制6回） 

~~~ 



冊川 （故）大坪義雄先生追想特集 ~I棚脚棚棚棚棚棚棚棚脚棚棚脚棚棚棚棚町脚脚棚棚脚廿』棚棚棚廿棚棚廿 

早稲田大学名誉教授，早稲田応用化学会名誉会員，正五位，勲三等，大坪義雄先生が平成8年1月19

日午後12時45分，文京区慈愛病院で，肺炎のため85才の生涯を閉じられました。お通夜は1月23日，ご 

葬儀・告別式は翌24日，いずれも東京都文京区の寂園寺にてしめやかに行われました。当日は，大学関 

係者，卒業生など数多くの方々のご会葬がありました。 

先生の応用化学科に対する長年のご貢献に感謝し，つつしんで大坪先生のご冥福をお祈り申し上げま 

す。 
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ご健在であった頃の大坪義雄先生 
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朋棚特集開川 追 想 

弔 辞 

故早稲田大学名誉教授・大坪義雄先生のご計報に接し，在りし日のご活躍を偲び，早稲田大学に対す 

る先生の永年にわたるご貢献に感謝し，早稲田大学理工学部と応用化学科を代表して衷心から哀悼の念 

を捧げます。 

先生は明治四十三年二月，東京都にお生まれになりました。早稲田大学理工学部応用化学科を昭和七 

年にご卒業になり，昭和十二年より昭和五十五年三月に定年でご退職になられるまでの四十三年間の長 

きにわたり，早稲田大学に奉職され，献身的に教育と研究にご尽力くださいました。 

この間先生は，昭和四十一年から四十三年まで学科主任を務められ，また昭和四十四年からご退職に 

なられるまで早稲田大学商議員として大学全体の発展に寄与されてこられました。また昭和四十八年の 

化学科創設にあたり，その準備期間より中心的役割を果してこられました。 

先生は，モンモリロナイトを中心とする粘土鉱物化学の研究では，当時の粘土研究の先陣を争う幾多 

の業績を挙げられ，日本粘土学会設立にあたっては発起人として，設立後は評議員として重要な役割を 

果たされました。また日本における熱分析の草分け的存在として，熱測定研究会の設立に尽力され，そ 

の後委員長としてご活躍され，そのお名前は広く知られるところとなりました。また日本化学会の理事 

として，さらに窯業協会の評議員として多大の貢献をなされました。このような先生の幅広いご活躍に 

対して，昭和五十九年に勲三等瑞宝章が授与されましたのも当然のことでございました。 

教育と研究は大学での両輪ともいわれておりますが，先生はまさに優れた研究者であり，熱心な教育 

者でもありました。先生のご薫陶によって幾多の有用な人材が社会に送り出されたことでしょうか。先 

生が早稲田大学に残された数々の教えを，あとに続く我々がしっりと受け継ぎ，先生が早稲田大学にそ 

そがれた愛情と熱意に応えるべく，私共は一層の努力を致す事をお誓い申し上げ，心からご冥福をお祈 

り申し上げます。 

平成八年一月二十四日 

早稲田大学理工学部長 

宇佐美 昭次 
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「町川 」川川 追 想 

大坪教授の風格を偲ぶ 

村 井 資 長 

いつもお元気で，毅然とした態度の大坪先生が 合併現状の通りとなっている。この間大坪先生は， 

忽然として逝去された。先生の追悼の記を書くこ 石油工学科，燃料化学科のカリキュラムの立案・ 

となど想像もしたことが無かった。勝れた学者で 実施計画に当たられた。講師の選択等多大の努力 

あり稀にみる風格と良心的で厳格な教育者は，私 を払われた。 

の知る限り，大坪先生をおいては見出すことはで 大坪先生は学内だけのことだけでなく，学会活 

きない。 動でも大きな貢献をされたことは忘れることがで 

いま， 日本の教育は国際的にさまざまの批判を きない。それは日本化学会の理事として，学会の 

うけているが，特に大学の欠陥が強く指摘されて 庶務行政に新風を吹き込まれたことである。 

いる。その中にあって，わが早稲田大学応用化学 最後に先生の人生哲学の一面でもあるが，先生 

科は，創立以来勝れた研究者と教授陣に守られ重 は早稲田大学に対し，親譲りの愛校心の強い人で 

きをなしている。その中にあって大坪先生は，酸 あった。厳父は，早稲田大学創立当時から大学出 

性白土研究の完成者としての栄誉をかち取られた 版部運営責任者の一員で，大学の名声を高めただ 

―方独特な勝れた教育功労者として，わが応用化 けでなく，大学財政に大きく貢献した。この精神 

学科中興の祖であると信ずる。 を受け継ぎ大坪教授は，中学4年で官立高等学校 

大坪先生の研究業績と独特の教師像については 入学の実力を持ちながら，早稲田大学予科の第一 

他の方々のご執筆に委ねるが，学生からは，厳し 高等学院理科に入学，終生早稲田に貢献された。 

い先生， こわい先生と言われていたことは万人の 親子揃ってのワセダマンであった。 

認めるところであるが，客観的に見れば，深淵な また，大坪先生の頑固さのエピソードを紹介し 

知識と学問的自信をもって，学修する学生指導に て筆をおきたい。それは20数年前の話しであるが， 

当たられた教授であった。 大学出版部の改革に当たって，その株式が，大坪 

大坪先生は教育研究者として勝れた業績をあげ 教授名義で残っていた。大学は大坪氏から譲渡を 

られただけでなく，私学としては誰かが担当しな 希望したが，氏はこれは親の形見だから絶対に譲 

ければならない，教育行政上の責任を果たされた。 渡できない。強いて必要なら解散すればよいだろ 

それは，応用化学科は，わが国の第二次世界戦争 うといってその頑固さを示した。 

末期に，日本石油株式会社社長小倉房蔵氏の寄付 

による，石油工学科が新設され第1回の卒業生を 

送り、燃料化学科に転身， 7年の後応用化学科に 
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棚川特集皿 追 木目 
Sし、 

大坪先生を偲ぶ 

―先生との36年間，特に戦中戦後― 

大坪先生の研究室に配属され実験室で研究を始 

めたのは，空襲も烈しくなり始めた昭和19年であっ 

た。それから昭和55年退職される迄色々お世話に 

なりご指導に与かった。当時先生の研究室に入っ 

たのは私1人で第1号の卒論学生であった。昭和 

17年小倉房蔵氏の100万円（今の50億円位か）の 

ご寄付によりバプテスト教会（現ブライダルホー 

ル）の敷地と建物が買収され，応用化学科の中に 

石油分科が設立された。当時大坪先生は助教授で 

山本研一先生（元応用化学科教授）と共に陸軍燃 

料廠の嘱託となられており，私も学生でありなが 

ら嘱託として月給70円を頂くことになった。お蔭 

で徴兵検査で陸軍の船舶兵で広島6804部隊に決まっ 

ていたが入営延期になり，生き永らえることが出 

来た。研究は酸性白土，活性白土，シリカ，アル 

ミナ， リン酸の触媒を用いて大豆油，ャシ油， ヒ 

マシ油，鯨油を接触分解して航空燃料を合成する 

ことであった。先生は陣頭指揮で装置の作成に当 

たられ実験を開始した。半年位して2, 3滴のガ 

ソリンが出た時は先生と共に大喜びをしたのを覚 

えている。戦争に勝っていれば先生の銅像が立っ 

ていたかもしれない。 

昭和20年5月の大空襲で大きな教室棟は全焼し 

早稲田大学名誉教授，元理事，元理工学部長，元理 

工学研究所長，現在岡山理科大学理事，倉敷芸術科 

学大学理事，私学振興財団及び発明協会審査員等 

加 藤 忠 蔵 

たが，幸い実験室は残った。当時私は新宿近くの 

幡谷に住んでいて自分の家も全焼し九死に一生を 

得たが，翌朝駆けつけてみて教室が跡形も無くなっ 

ているのには唖然とすると共に一般人家への無差 

別爆撃には今も憤りを感じる。先生の自宅も全焼 

となり師弟とも家を無くしてしまった。空襲の烈 

しいころは空襲警報が鳴るとレンガ造りの本館の 

地下室に退避した。昭和19年以降は私も交代で泊 

まる様になり，山本，大坪，村井，森田の諸先生 

と一緒に暗い地下室で色々お話をお伺いした。そ 

の時は何もすることがないので，マージャンを教 

えて頂いた。私はまだ新米であったが，山本先生 

と大坪先生は中々上手であった。大坪先生は感と 

度胸がよく一発勝負によくこられた。山本先生は 

負けると悔しくてご機嫌が悪くなられたが，大坪 

先生はサバサバしておられた。 実際の講義では何 

を教えて頂いたか覚えていないが，マージャンを 

教えて頂いたのはよく記憶に残っており，後になっ 

て一番役に立った。当時は先生は国民服にゲート 

ルを巻き，私は学生服にゲートルを巻き背中に防 

空頭巾をかけて登校していた。 

終戦後は食べるものが無くお腹をすかした。幸 

い焼け跡の土地は一杯あったので土地を使わして 

頂いて芋，茄子， トマト，キュウリ，カボチャ， 

スイカ等色々のものを植えた。肥料は実験室の硫 

安や塩化カリ， リン酸カルシュム等を撤いたので， 

素晴らしく大きいお芋が取れて皆で頂いた。また 
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棚棚特集棚棚 追 想 

当時お昼頃になると付近の食堂でどろどろのおか 

ゆを売りだしたが，皆で手分けして並んでバケツ 

に買って皆で分け飢えをしのいだ。 

戦後の研究は新しい機器や試薬は無いので，あ 

り合わせのもので実験した。いきおい酸性白土を 

酸やアルカリで処理して，その性質や構造の変化 

を調べまた接触反応でその機能をみたりした。そ 

れでも頑張って昭和21年4月東大で開かれた戦後 

初の日本化学会で先生と共に研究発表をした。唯 

一の機器らしい機器として検流計があったので先 

生の発案で電気炉とトランスを組み合わせて示差 

熱分析を初めて行った。検流計は歩いても振れて 

測定誤差になるので， レンガ造り本館の地下室で 

皆のいなくなるタ方から始めた。暖炉のない地ト‘ 

室の冬の寒さには身体が凍る様な思いであった。 

この示差熱分析を粘土に応用したのは戦後我々が 

始めてであった。昭和30年にその実績と将来性を 

認めて頂き自動制御自動記録式示差熱分析装置の 

部品を文部省の費用で輸入させて頂いた。これは 

コロンビア大学のP. F. Kerr先生の装置と同じ部 

若き日の大坪先生（ご長男と） 

三浦半島旅行，昭和25年5月 

品を，記録装置はLeeds Northrup社から，電気 

炉はNroton 社から輸入して組み立てた。文部省 

も当時の予算の少ないときに今に換算して2 億円 

位をよく出してくれたものと今でも感謝している。 

機器が到着してからの組み立てが大変な難事業で 

あった。先生は職人気質のこり性で連日夜遅くま 

で組み立て作業をおこなった。これがわが国で始 

めての自記式示差熱分析（DTA）装置で，後に 

島津製作所と協力して一般に市販される様になっ 

た。現在高性能でどこの研究室にもあるDTA 装 

置はこの様にして世に出できたのである。後年先 

生は熱測定研究会（後の学会）の委員長にもなら 

れた。 

日本化学会，粘土学会，窯業協会，日本分析化 

学会には必ず2人で参加し，その後いつも私がど 

こかにご案内することになっていた。名古屋に行っ 

たとき 「先生，ストリップに行きましょう」 と申 

し上げたところ，「おい，大丈夫か」 といわれる 

ので「いや東京と違って学生はいませんから」 と 

いってお連れしたもの，ついこの間の様に思える。 

今のご時勢から見れば正に子供だましの様なもの 

であった。また山本先生，森田先生，藤井先生な 

どと共に紀伊勝浦，白浜の紀州周りや天龍峡下り 

などいろいろ旅行した思い出も残っている。 

思うに先生は大変厳しくこわい先生であった反 

面，心の中は温かく筋道を立ててお話しすると， 

どんな難しい話でも聞いて頂いた様に思う。そし 

て一旦心に決めたら目的に向かって遭進する決断 

力のある先生であった。私も少しでも見ならおう 

と思っていたが，中々その域に達しない。先生の 

生前のご遺徳を偲びつつ衷心よりご冥福をお祈り 

します。 
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棚棚特集訓訓 追 想 

大坪義雄先生を偲ぶ 

大坪義雄先生がご逝去され，応用化学教室の無 

機化学部門を継承させて頂いている一人として， 

大変残念でなりません。早稲田大学応用化学科無 

機化学部門の大坪研究室と加藤研究室に学んだ門 

下生は，厳しく暖かくご指導頂いた先生を想い， 

悲しみの中に改めて先生に感謝申し上げておりま 

す。 

大坪先生の講義に初めて接したのは，学部1年 

に入学したばかりの最初の専門科目無機化学の講 

義のときでした。それ以後、長くご指導を頂くこ 

とになろうとはその時は全く思いも致しませんで 

した。1年の無機化学の講義は，難解でしたが， 

基礎的な講義ばかりでなく，途中には「ここのと 

ころは，やっかいなところで 」 などとまだ論 

争のあるところなどもご紹介下さり，学問の匂を 

未熟な学部学生にも伝えて下さいました。学部3

年の鉱物化学の講義では，ケイ酸塩の複雑な相図 

を駆使されて，これも難解な講義を拝聴しました 

が，講義される口調に独特の味があり、厳しくそ 

して暖かい先生のお人柄が，何もわからない我々 

学生にまで伝わってまいりました。ご退職されて 

から何かの折に，先生自ら、意識的に講義を難し 

くしておられたこと，それによって学生が自発的 

に勉強に励むようにと仕向けておられたとのお話 

を伺い，なるほどそうであったのか，と後になっ 

てから先生の深いご配慮に感謝した次第です。 

当時応用化学科の学生幹事をさせて頂いており 

ましたが，その頃キャンパスの近くにあった早稲 

田ボウルで応化学生ボーリング大会を行いました。 

大坪先生の始球式ではじまりましたが，いきなり 

早稲田大学応用化学科教授 

（昭和49年応用化学科卒業・新制24回） 

黒 田 一 幸 

ストライクをだされ，集まった学生から盛んに拍 

手を受けておられたことを思い出します。教壇以 

外での先生を存じ上げなかった当時，我々学生が 

先生に大変親しみを感じたェピソードです。 

当時無機化学部門は大坪研究室と加藤研究室が 

あり，私は加藤忠蔵先生のご指導を頂きました。 

大坪加藤両研究室の学生間の交流も盛んで，無機 

化学部門は教育，研究の両面で協力して運営され 

両研究室の大学院生は大学院進学後も大坪加藤両 

先生のご指導を受けました。大坪先生は修士・博 

士論文審査会でも厳しい質間やコメントをされ， 

私共を育てて下さいました。 

ご退職後も無機化学研究室（大坪研究室，加藤 

研究室，黒田菅原研究室）の同窓会であります早 

稲田無機会に毎年ご出席を頂いておりました。先 

生は研究室〇B との語らいを楽しみにしておられ， 

また多くの方々のご活躍を喜んでおられました。 

懇親会もおわり，お帰りになる時に，私に励まし 

の言葉をかけて頂き感謝申し上げるとともに，何 

かとてもおやさしくなられたことを記憶しており 

ます。 

早稲田における粘土研究は小林久平先生にはじ 

まり，山本研一先生，大坪義雄先生から加藤忠蔵 

先生に受け継がれ，私共現在のスタッフがそれを 

さらに発展させるべく努力を続けております。40

周年記念粘土科学討論会が早稲田大学国際会議場 

で開催されるという年に先生の計報に接し，残念 

でなりません。現在菅原助教授とともに，無機化 

学部門をお預かりしておりますが，大坪先生の残 

された大いなる遺産を継承しさらに発展させてこ 

そ，ご恩返しと思い，精進を重ねる決意をご霊前 

に捧げます。つつしんで先生のご冥福をお祈り申 

し上げます。 
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町棚特集』訓廿 追 想 

「稀有な学生」 の手記 

大坪先生のお住居は，本郷西片町である。 

吾が家からは，至って近い。 

弥生式土器で有名な弥生坂を上り，旧一高跡の 

農学部と，工学部の間を抜けると，本郷通りに行 

き当る。そのま、通りを，つっ切り前方の坂を下 

り，右に曲れば，大坪先生のお住居は，すぐそこ 

である。歩いて15分程です。 

それにも不拘，先生をお尋ねしたのは，唯，-

度だけ，それも先生がお留守の時でした。 

以後化学と縁がなくなった私にとっては，西片 

町が，なんとも遠い所となってしまったのです。 

大坪先生御死去の知らせを，戸塚君から受けた 

のは，前年11月に10時間近い手術を受け，退院後 

1ケ月程経った寒い日のことでした。 

先生に就いては，忘れてはならない思い出があ 

るのです。 

遠く過ぎ去った学生時代，戦中戦後の食糧事情 

の逼迫と，戦後のインフレは，宿痢を抱えた私に 

は，堪え難い毎日でした。 

遂に風邪がもとで，先ず眼，肋膜，最後に結核 

性の疑ありという中耳炎を，よくまあ次から次へ 

と患ったものです。 

学校も休み勝ちとなり，学年末の試験もどうな 

ることかと，半ば締めて居りました。 

たまたま学校に出た折，大坪先生から呼びださ 

れました。何事ならんと，恐る恐る，先生の前に 

立つ私に，「小川，試験に出られるか？」 と心配 

して頂いた上，「担任の先生に， よく事情を申し 

上げ，御諒承を得た上で，出来る限りのことをす 

る様に」 という温情溢れる働ましと，御指示を頂 

いたのです。 

それも実にサラリと，仰って下さいました。 な 

んと有難かったことか。兎も角，頑張らねば，先 

生に相済まぬと，氷嚢を当てて，試験に臨んだの 

自営 

（昭和23年燃料化学科卒業・燃料4回） 

小 川 勇次郎 

です。 

先生のお蔭もあってか，留年もせず，無事進学 

出来たのを昨日の様に思い出します。 

話は前後致しますが，昭和18年文科より，理科 

に転科した私にとっての，先生の第一印象は，白 

哲少壮有為の学究という感じでしたが，講義の方 

は，大変威勢のよい江戸っ子口調だったと記憶し 

て居ります。 

さて授業の初日は周期律表でした。所が稀有元 

素の讃み方について，転科組の相当数が蹟いたの 

です。壇上から先生は「おまえら予習してこない 

な。 次の貢を開いて見ろ。フリガナがついてるる 

ではないか」 とすまして仰り， してやったりとい 

う顔をなさいました。叱られてカる様な，はぐら 

かされてるる様な，おかしく，意地悪教科書で早々 

と，一本とられたのを覚えて居ります。 

其の後は，体調も良く，スコットホールのある 

校舎で，大坪先生はじめ，諸先生方の親身の御指 

導を頂き，勉強が楽しいという毎日でした。 

無事卒業，就職も決まり，ホットしたのも東の 

間，両肺をやられ，手術，病床に臥す様になって 

しまったのです。 

時は移り，先生退官式典の際，先生は，私を忘 

れずにいて下さり，学生時代と同じように，躯の 

ことを，お尋ね下さいました。恐縮身の置き所な 

しという思いでした。 

先生の厳しい中にも，優しく，温かい御心を知 

り得たのも病の時であり，先生とのお別れの時も， 

又病の時とは，なんとも不思議な気が致します。 

先生の教へ子多しと錐も，私の様な道を辿った生 

徒は先づ稀有だと存じます。恐らく私だけでしょ 

う。 

専門分野では，先生の教を生かすことは出来ま 

せんでしたが，先生の有形無形の教は，私の心の 

財となって積まれて居ります。 

大坪先生の御冥福を，心からお祈り申し上げる 

次第です。 
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訓訓特集』棚廿 追 想 

大坪義雄先生を偲んで 

大坪先生に初めてお目にか、ったのは，私が昭 

和18年4月，第一早稲田高等学院理科に入学して， 

初めての化学の講義の階段教室である。非常に締 

麗な東京弁の講義で，私のように関西出身者には， 

新鮮で明解な講義であった。処が重なるにつれて 

ーつの脅威が生じてきた，それはその学年の理科 

の学生全員に今だに語り草となっているが， こ、 

では紙面の関係で割愛する。とにかく厳格な講義 

を一年半受けた。昭和19年8月から翌年の3月迄 

我々の学年理科全員は横須賀海軍工廠に通年動員 

された。昭和20年4月，学部に進学して石油工学 

科に入った時，最初に大坪先生が学年主任という 

ことで面接調査を受けた。学院時代を思い出して 

緊張したが，何と，全く紳士的で，学院と学部は 

こうも違うのか，急に大人になった様な印象が強 

く50年を過ぎても，いまだにクッキリ残っている。 

5月には石油工学科の教室と研究室が空襲で焼 

失し我々は残った研究棟に配属された。私は7月 

間違いの召集令状を受け，金沢に行き勧誘を受け 

て入隊して仕舞った。やがて終戦，現役兵と同じ 

位の期間敗残兵で過して9月に復員したが，直ち 

に復学する気持ちにはなれなかった。翌21年3月 

に上京して，山本先生，大坪先生に相談して，戦 

時中はあまり勉強もしていないのでもう一度一年 

からやり直させて下さいと，4月から5期生となっ 

た。 

それからの3年間は民主化の風に吹かれて軍事 

教練もなく，よく学べ，よく遊べで，講義も実の 

ある落着いたものとなり，誠に楽しい3年間であっ 

た。数々のェピソードは割愛して，愈々昭和23年 

春，卒論の年である。私は大坪先生に御指導をお 

願いして，与えられたテーマが， 「白土の示差熱 

分析」 これは白土の構造解析の一端だとの御指示 

囲三井海上安全技術センター，KHK（高圧ガス保安 

協会）サービス開，両社の非常勤技術顧問 

（昭和24年燃料化学科卒業・燃料5回） 

白 崎 正 彦 

だった。それから応化の図書室に龍る事2 ケ月， 

その間調べた事を報告しては御指示を仰ぎ，漸く 

示差熱分析の原理と方法論ができ上ったが，その 

間の先生の御指導は細かい事は言はれず，自分で 

調べ考えろとの方法で，この御指導方法は，その 

後会社に入り現在に至るまで私の仕事の根本精神 

となっている。当時示差熱分析の道具だては誠に 

原始的なもので，試料白土と標準物質としてアル 

ミナとの加熱経過時の示差温度を白金・白金ロヂ 

ウムの熱電対を2 組直列に接合して，各接合部を 

二つの試料中に入れ，その熱動電力を熱電電流計 

の鏡で反射させてスケール上の光点で電流の強さ 

を知ると言うものであった。この電流計の感度は 

大変低くて10 7J = erg のオーダーであり，電流 

計の細かい線で吊られた鏡は振動に敏感で書間の 

実験は不可能，専ら真夜中の実験となった。そこ 

で陸軍燃料廠からの払下げ機器の中に自記記録計 

を見付けたので，電流増幅装置を作ってこれに入 

れ，振動に敏感な電流計から逃れようと考えた。 

早速大坪先生に提案して作って見ろということに 

なった。 

処で君はラヂオも分るのか？それなら家に鳴ら 

なくなったラヂオがあるので，先づ手初めにそれ 

を修理して見ろとのことで，本郷西片の御宅に伺っ 

て，無事修理をして先づ合格した。電流増幅装置 

は完成したが，増幅値の定量検定ができず，結局 

使い物にならなかった。鏡と脱みっこを数力月し 

て，漸く卒論を完成した。卒業後石油会社に入社 

して7年後，流動接触分解装置を建設から担当す 

る事になり，大坪先生にSi02とAl2 03 の合成品 

を触媒として扱う事になりましたと報告した。 

その後20年程種々の触媒を使うプロセスを担当 

したが，その担体は何れもシリカアルミナであっ 

た。常に大坪先生に教わったシリカ・アルミナに 

回帰した。不肖の弟子の一人として，御指導お世 

話になった先生に感謝申し上げると共にご冥福を 

心からお祈りいたします。 
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町脚特集棚棚 追 想 

大坪先生との45年を回顧して 

木 邑 隆 保 

私が初めて大坪先生にお目にかかったのは，応 ました。後日研究室では落雷が少ないことが分か 

用化学科に入学した1年生の無機化学の授業のと り，皆で安堵したことを覚えています。 

きであったと思います。講義の最初は「ございま 卒業後は研究室に残りましたが，その当初は先 

す」調で始まりましたので，ずいぶん丁寧な先生 生が学位論文を執筆中でしたので，原稿の校正や 

だな，と思っていましたところ途中から 「べらん 分かりにくい箇所の修正などもお手伝いをしてい 

めい」調に突然変わって驚きました。「遅刻する ました。「余り新かな遣い，新かな遺いとうるさ 

ような奴は弛んでる」 といわれ， 8時ピッタリか くいわれると書けやしないよ」 と言われたことも 

ら始まる授業に息せききって駆けつけると，タッ ありました。そのうちに生意気にも 「こう直した 

チの差で教室は中からカギがかけられてしまう時 方がいいのではないのでしょうか？」 とおそるお 

もありました。現在では考えられないことですが， そる申しあげるようにもなってきました。私には 

黒の学生服にグレイの換えズボンで登校して先生 大変勉強になった一時期でした。 

に注意された友人もいたくらいで，朕けの面でも 独断で先生のご研究を「酸性白土・モンモリロ 

厳しく，当時の1年生には「こわい先生」 という ナイトの化学的研究」「熱分析・無機化合物の熱 

ことになっていました。 的性質の研究」「状態図・コンピュータ解析の研 

しかし，私は厳しさの中に秘める温かさをもつ 究」の大きく3期に分けてみますと，このうち私 

先生の人間味や歯切れのいいお話に魅力を感じて は第1期の終りから第2 期の初めにかけての4 -

いましたし，授業でも化学反応よりは，物理化学 5年間をお手伝いしたことになります。先生の学 

的考察を交えた物性に力点をおいた講義，例えば 位論文はこの第1期の集大成といえましょう。 

化合物の融点と周期律の関係など興味深く聞かせ 第2期は昭和30年春に大坪・加藤先生が自動制 

ていただいたので蹄踏なく卒業論文は大坪研究室 御・自記式DTAを組み立てられ，正常に動き出 

を選びました。 した頃から始まります。当時の手動・直読式DT

卒論は粘土鉱物の水熱合成でしたが，目標の300 Aしか知らなかった私達には驚異的なもので，計 

気圧到達に失敗ばかりしていたことと，電力事情 測専門家の見学もあるほどでした。私もお手伝い 

の関係で停電が多く，なかなか能率があがらなかっ をしていましたので，試運転が成功したときの喜 

たために，いつ先生の雷が落ちるかと心配してい びはいまも忘れられない程でありました。 

当時は講和条約が締結されて2年数力月，まだ 

芝浦工業大学教授，本学理工学部非常勤講師 

（昭和28年応用化学科卒業・新制3回） 
早稲田大学の大坪研究室に，現在なら約2 億円程 

芝浦工業大学教授，本学理工学部非常勤講師 

（昭和28年応用化学科卒業・新制3回） 
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度の最先端機器を文部省助成で購入できたことは 

大坪先生をしても大変な事だったと思います。こ 

れからDTA に対する先生の「のめり込む」 よう 

な研究が始まるのであります。 

年とともに熱分析研究者は飛躍的に増加し，先 

生は関集三，藤代亮一先生方と共に「日本熱測定 

学会」をつくられ，その第2代会長に就任なさい 

ました。学会では，日本の自動制御・自記式DT

Aと無機化合物のDTA データの解析についての 

パイオニアとして，そのご功績は高く評価されて 

おります。今回の計報に際しても学会は早速大坪 

先生の追悼を考え，「熱測定」 4 月号に私が追悼 

文を書かせていただきました。 

その後もこのDTA は老躯をいとわず，島津製 

の若いDTA に少しの遜色もみせずに25年間をさ 

したる故障もなく活躍し続けてきたのであります。 

その姿はローカル線を最後のご奉公と走っている 

蒸気機関車にそっくりでした。 これも先生が熱電 

対の溶接までご自身でなされる気配りとDTA に 

対する愛情があったからであり 

ましょう。 

話は昭和30年の夏に戻ります 

が，新鋭DTA の完成祝いとい 

うことで，ご自宅へ呼んでくだ 

さったことがありました。 その 

時の漬物が何ともいえないおい 

しい味でしたので伺うと，それ 

は八百屋の買い出までご自身で 

なされ，私達のために作られた 

とか。さらに漬物の話がつづき， 

白菜を漬けるときは重石の上に 

載って本を読みながら水の上が 

るのを待っているんだ・ とのお 5

話でした。ご家庭での一面に接 （ 

し，さらに先生に近づけたような感じになりまし 

た。 

正月2日にはお宅をお訪ねする常連が10人ほど 

おりまして，毎年先生のお話を伺うのを楽しみに 

しておりましたが， 4年ほど前からそれも遠慮す 

るようになってしまいました。先生はかねがね 

「老醜はさらしたくない」 といっておられました。 

江戸っ子の美学とでも申しましょうか、武士の心 

意気のようなものを最後までもっておられたのが 

先生でした。 

ご葬儀会場，寂回寺はとても落ち着いて趣のあ 

るお寺でしたが，実は2 -3年前にご自身で見つ 

けられたところだそうで，先生らしい行き届いた 

ご配慮だと感心しました。先生の厳しさも優しさ 

も，そして綿密な研究計画も， その原点はこの 

「大坪美学」 にあるのではないか， と最近考える 

ようになりました。 

最後にご生前にいただいた数限りないご指導に 

心からお礼申しあげる次第であります。 

先生ご夫妻を囲む卒業生（1991年正月） 

（左より）池内，染谷，桜井，川村の諸氏 
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脚馴特集」川川 追 想 

故大坪先生を偲ぶ 追憶の中の大坪先生 

田 嶋 喜 助 岡 野 毅 

大学1年の無機化学の時間に，もっとしっかり 私は学部の卒論，先生の個人助手として， 2年 

講義を聞けと白墨を投げつけ怒鳴りつけられたの 弱，直接のご指導を頂きました。先生は50才位， 

にはみな驚いてしまった。先生一流の人心掌握術 意気盛んプラス円熟味であられたのであろうと， 

である。平成五年に応化の学生に産業界から話を 今頃思っております。 

聞かせる企画に私が応じた時，学生はほとんどお 1年生の時，遅刻の上に角帽のまま教室に入っ 

茶やジュースを手にし私語を勝手にしており，話 て来た学生を「失礼ではないか，出てい‘刀 と追 

など聞いていない。後で教授に問い質したところ い出したのを目撃しましたし，先輩から先生は厳 

最近はそれが普通との事で大坪先生には耐えられ しいよ，との情報は入っていました。遊学派の私 

ない事かと思った。私は交通事故死の話に切り替 がその伝説の研究室を志望したのは，叱られても 

えたら急に皆静かになった。 スカッとするような江戸前が好きで，という申し 

当時この事があって近寄り難い人だとの印象は 訳ない理由だったと思います。 

広く定着しており，卒論の部屋割りにもそれが表 先生が当時確立された示差熱分析装置は触らせ 

われていた。当時は三白（肥料，砂糖，セメント） て頂けず，専らラウエカメラを使うx線解析でし 

景気の上，石油化学の勃興期でもありクラス委員 た。助手に使って頂いた時，4年生の卒研が始ま 

（私とエクスランの小林君）として取りまとめは るというのに，このx線装置が動かず， 1ケ月以 

苦労であった。私の辛論は大坪研となり間近に直 上苦闘しました。見兼ねた先生が応物の先生を連 

接先生の指導をうけた。三菱化成から山口和夫氏 れて来られ，復旧。先生は私が音を上げるまで， 

（追悼文の寄稿者の1人）が研究の為に大坪研に 待って下さったような気がしたものでした。 

見えておられ先生の一面は氏の記事に述べられて 卒論の題目に「～の研究」 と付け，お前さん達 

いる。朝も早く，真塾そのもので研究に没頭され のは「検討」で良い，と直された。そんな時の先 

ていた。更に先輩の教授は雑布バケッに背広の袖 生の口調は紙上では表現できませんが，全ての方 

口もまくらず手を入れ濯いだ話も聞いた事があり， にありありと蘇って来るのではないでしょうか。 

先生が育った雰囲気が判る。 先生の講演会のスライド係をしていると，「揮 

研究室の示差熱分析装置はリーズ＆ノースロッ のように」 とか，「鼻くそ位のサンプル」 という 

プの自動制御であり，他の大学にもなかった自慢 様な表現が頻りに飛び出し，若干参ったのも楽し 

の装置であった。 「スライダックの頭にモーター い思い出になっております。 

がついただけよ」 と江戸弁で冗談を言っておられ あの頃導いて頂いた構造無機化学，固体物理が， 

たが，信頼出来るデーターが以後急速に増えこの 「あの会社の研究所は厳しいからお前はやめとけ」 

分野の研究に貢献された。S社やR社が日参し現 に背いた形で，固体触媒，化合物半導体と研究畑 

在の小型高性能な装置となり広く使われている。 でほぼ一生を過ごしてしまった私の，ベースになっ 

絶えざる研錯と学識洞察力があって新鋭装置が生 てくれました。 

きた。先駆を心掛けたのは尊い。人間味の深い先 追憶の中の先生はお元気のままです。これから 

生であった。 も我々をお導き下さい。 

旭硝子(専務取締役 

（昭和34年応用化学科卒業・新制9回） 

三菱化学囲理事新規事業開発室長兼横浜総合研究所 

第4部門長 （昭和36年応用化学科卒業・新制11回） 
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―棚『特集棚棚 ；自 木目 
~ I山、 

大坪先生を偲ぶ 
山 口 和 夫 

一片の紹介状も持たずに，先生の門を敵いてか 

ら，四十年近くが経ちました。 

示差熱分析装置を動かし乍ら，熱分析の難しさ 

を語られ，難しさの一因が試料容器の形状にある 

こと，それを解き明かしたいと思っておられるこ 

と，その手伝いをして貰うことになるがそれでも 

よいか，と覚悟の程を確かめられたこと，「明朝 

から，いらっしゃい」 と出入りを許され，古色蒼 

然とした教室をあとにした時は，夜になっていた 

ことは今に鮮やかです。 

こうして，先生に教えを乞う日々が始まりまし 

た。 

先生は，かねて御噂さに聞いていました以上に 

研究に厳しい方でした。 それが，御自分を律せら 

れる厳しさにも連がってもいました。 

研究には，夜も昼もありませんでした。講義， 

教授会，その他止むを得ない時以外は，黙々と研 

究に打込んでおられました。装置の前で，立った 

まま昼食を摂られることも度々であったと記憶し 

ています。 

こうした厳しい一方で，先生は大変暖かい方で 

した。常日頃の謹厳さの間に，その暖かさを垣間 

見せられることがありました。 

ある日，突然「丹羽文雄の小説作法を読みなさ 

い」 といわれ，驚かされました。理由を伺います 

と，もっとしっかりした文章が書けるようにとの 

工学博士，モンサント化成( 元常務取締役 

〒 251 藤沢市片瀬山1一11- 2

山口和夫 0466-26-1671

ことでした。貧弱な文しか書けないことを恥入る 

と同時に，その御心配りに感謝したことを憶えて 

います。 

先生は，生粋の江戸っ子でした0 それに犬に東 

京には人一倍愛着をおもちのようでした。ある時 

急用が出来，先生に代って神田小川町にある会社 

まで書類を届けたことがありました。 

時間も晩かったため，小川町まで書類を届けた 

旨の報告を電話ですませました。翌朝，先生は昨 

日 の礼を云われたあとで「あそこは小川町と呼び 

ます」 と教えられました。 

東京生まれでない私には，淡路町と神保町に挟 

まれた小川町の呼び方が非常に新鮮で，それを云 

われた時の，先生の何とも云えない暖かい笑顔と 

共に，懐かしく想い出されます。 

「ブラジル珊珠店に行ってみるとい、ですよ。 

山本安英に会えるかもしれない」 とも教えられま 

した。 

東大農学部の先にあるブラジル瑚珠店が，当時 

密かなブームになっていた山本安英が主催する葡 

萄の会の事務所になっていたのを知ったのは，こ 

の時でした。 

先生が，どうしてこの店を知っておられたのか， 

御聞きしないま、になりました。 

葡萄の会が，その後どうなったのかは知りませ 

ん。 ブラジル瑚珠店も今はありません。 

教えて頂いたばかりで，何一つ御恩返しもしな 

い間に，先生は旅立たれてしまわれました。 

小説作法は買ったものの積ん読で，依然まとも 

な文の書けない私を，先生は，天からどう御覧に 

なっておられるのでしょうか。 

13 ー 



脚脚特集町訓 追 想 

我が恩師・大坪義雄先生 
.-tr ,, fl:t .- ‘ ，ーームー上1一“ る関係から，家族で参加させてもらいました。そ 
壬じhi因自而．十t亜差桝「牛圧 
'～ー‘ーー’ー ノ、’つ～ー“ーー一 の時の写真に，子供達が大坪先生の膝に抱かれて 

高 橋 志 郎 写っております。私の父と同じ年生まれの先生は， 

大坪先生にはじめてお目にかかったのは，昭和 子供たちにもやさしいおじいちゃんだったのかも 

38年2月の私の入試面接のときで，強烈な印象を しれません。 

受けました。それ以来，先生の御指導を受けたい 先日，弊社0B の打矢先輩にお目にかかる機会 

と，大坪研に入り，修士終了までお世話になりま がありました。そこでも，大坪先生，モンモリロ 

した。さらに，就職のときも，結婚のときも，博 会等の話がで，初めてであったにもかかわらず， 

士論文のときも，  どんなときにも，あたたか 大いに話がはずむとともに，私の現在の仕事にお 

く，御指導・お世話いただきました。我が恩師と ける多くの有意義なアドバイスをいただくことが 

して，心より深く感謝いたしております。 できました。大坪先生はいつも，いろいろなかた 

昭和52年のモンモリロ会（大坪研出身者の集り） ちで私を助け，見守ってくださっているような気 

には，先生の教えをうけた私の妻もメンバーであ がしております。 

心から先生の御冥福をお祈り申し上げるととも 

HoYA株式会社R&Dセンター所長 に，今後とも心の支えになっていただけるものと 
（昭和42年応用化学科卒業’新制17回） 信じております。 

HOYA株式会社R&Dセンター所長 

（昭和42年応用化学科卒業・新制17回） 

モンモリ口会（昭和52年11月26日） 
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川棚特集』棚 ；自 木目 
~ Sし、 

心にしみる先生の言葉 

宮 原 正 樹 

大坪先生に初めて出会ったのは，昭和40年， 阿毘達磨具舎論（五世紀頃のインドの宗教書） 

学部無機化学の授業であった。 寝床で読むと自然に眠くなってしまわれたそうだ。 

おめえら何もわかっちゃねえ 
先生の言葉には，何年もたってからやっと解る 

そう怒鳴られて私は震え上がった。 ことが多い。そして，そのべらんめえ言葉の内側 

活字を信じるな 
にしみじみ感じるのは常に先生の優しさであった 

衝撃であった。本や学問より遊びという我々に・ と気付く。その大坪先生に，なんのご恩返しもで 

道具がなくちゃあ仕事はできめえ

大坪研究室の道具は，DTA, X線回折，結晶 

化学，熱力学，そして手回しのタイガー計算機で 

作成が主なテーマになっていたが，卒論配属され 

た我々は，まず突き放される。 

研究テーマは自分で探すんだ

学部生でもいっちょまえに扱おうとされた。 

そんなもん企業に入ったら通用しねえ

試問に対してはその日のうちに答えられないと， 

勘が良くなくちゃあ駄目 

赤ん坊でも待ってりゃ，いつかは答えるぞ

化学科設立に尽力された先生の室に大きな道具 

は増えなかったが，計算機だけは電子式になった。 

それを使って先生は，相図を表現する熱力学デー 

タの処理法について研究を始められた。 

“日日，ふ、苦，白ど ホテルでリラックスされた先生ご夫妻 

 ーー （研究室OB 有志との旅行で） 

量子・統計・熱力，難しいとは言っても，夢中に 昭和58年 

河合塾 

早大・化学科非常勤講師 

（昭和44年応用化学科卒業・新制19回） 

なれる難しさなのだそうだ。最後の卒論生を迎え 

る頃，何度か言われた。 

アピダルマ，これは本当に難しい

阿毘達磨具舎論（五世紀頃のインドの宗教書） 

寝床で読むと自然に眠くなってしまわれたそうだ。 

先生の言葉には，何年もたってからやっと解る 

ことが多い。そして，そのべらんめえ言葉の内側 

にしみじみ感じるのは常に先生の優しさであった 

と気付く。その大坪先生に，なんのご恩返しもで 

きないうちに，と思ってしまう。 

ホテルでリラックスされた先生ご夫妻 

（研究室0B 有志との旅行で） 

昭和58年 

棚川冊脚川脚棚川川川朋川川川廿棚朋町~棚棚棚町町棚棚町聞川聞開剛聞聞町川川」脚“訓皿冊冊 
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開町特集町訓 追 木目 
S I.% 

大坪義雄先生の思い出 

牛 尼 進 

大坪先生と初めてお逢いしたのは一入学の安 

堵，未来への希望と不安が入り混ざった初めての 

専門科目の授業一。昭和45年より専門の授業は， 

1年生の初めから導入され，土曜日の朝1時限が 

無幾何学の授業でした。言語明快，理解不能，何 

度か抗議の終わりに，「オマェサン達ガ，判ル用 

ジャ～， コチトラ何十年トヤッテテモ，未ダ判ン 

ネェ事ダラケデス。」 とベランメイ調の名台詞が 

あり，妙に感動して，研究室は迷わず大坪研へ…。 

大学院では，日課の朝のお茶出しの折り，世間 

話のお相手をさせて戴きました。先輩からの“伝 

説’’では，優しいが厳しい指導とのことでしたが， 

私達の頃は，温厚で気さくに声をかけて下さいま 

した。 朝一服後，「いや， こんな日だったなあ～。 

暑かったよ」 と，実験室に入って来られ，「関東 

大震災はこんな日でしたよ。」（この間小生は，唖 

然）「ああいう混乱の中では，・・・」 と唐突でびっ 

くりした思い出も有りますが，折に触れては，先 

生の人生感から色々なお話を伺いました。又，小 

生の山の趣味に合わせて，お若いころ，草鞍覆き 

で丹沢の沢登をしたお話も伺い，出来の悪い学生 

も楽しく，本当に有意義な研究室生活を過ごすこ 

とができました。 

成績は今数歩でしたが，「現象を鵜呑みにする 

のではなく，本質を科学的に探究して行く新しい 

大日本印刷岡包装総合開発センター 

製品開発本部 開発部部長 

（昭和49年応用化学科卒業・新制24回） 

観点を持ち続ける」 との，小生の人生に大きな指 

針を示して下さった先生のご冥福を心よりお祈り 

申し上げますと共に，先生からのご薫陶を生かし 

た人生を進みたいと思っています。 

廿皿川剛冊冊川川聞皿皿川棚皿川川棚冊川川訓皿川川川川川皿棚棚皿川川川川旧町川棚町皿剛冊川剛町川聞皿剛 

女子学生に囲まれた先生 

（昭和42年） 

川皿町川旧肝川川町町川旧町脚棚町廿棚脚川川脚町廿朋川廿川脚脚訓町訓訓訓冊川鵬叫訓剛閥川脚脚 
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川剛特集』棚1 追 想 

大坪義雄先生の思いで きちんと解‘ナるものと思い込んでおりましたが， 

薮 本 周 邦 クラスの仲間と相談してもどうしても解くことが 

昭和46年に入学して1年生で受けた大坪先生の できませんでした。数人のクラスメートとともに 

無機化学の印象は強烈でした。べらんめい口調で 解法をお尋ねしたところ，『こんなものをまとも 

行われる講義は，自由奔放な板書とともに決して に解こうとしてもダメだ。有効数字さえあってい 

分かりやすいものではありませんでしたが，気が れば実用的には問題がないものだ。左辺と右辺が 

つくとその授業に引き込まれていると言う不思議 合うように数字を代人し，それが化学的に正しい 

な魅力に満ちたものでした。『お前たちは活字に のならば良いのだ。』 と喝破なされました。 

なっていれば何でも正しいと思ってしまう。』 と 先生は授業や研究室での指導を通して常識に捕 

しばしば注意を換気され，正否を自分の頭で考え らわれるなと言うことを常々学生に教えて下さっ 

ることの大切さを教えて下さいました。教科書や ていたのだと今になって強く感じます。 “大坪研’' 

参考書をそのまま受け入れることで大学に入学し が縁となって長くお付き合いいただいている大勢 

た身には大変新鮮に感じられました。また， 3年 の友人や先輩後輩にも恵まれました。先生を核と 

になってから熱力学の演習問題で，左辺・右辺に した大きなヒューマンネットワークがあって，そ 

それぞれ対数や分数の入り交じった複雑な式から の末席に加わることのできたことを幸せに思いま 

反応温度やェンタルピーを計算する問題が出され す。学問だけに留まらず人生に必要なことを身を 

たことがありました。当時どんな式でも数学的に もってご指導下さった先生に感謝申し上げますと 

  ともにご冥福を心からお祈りいたします。 

NTT境界領域研究所 

（昭和50年応用化学科卒業・新制25回） 

金婚式のお祝を～家族全員で（1989年8月） 
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IIIh~川I~山1~川h'''h~，山I.,,Ih~叶h~I,Ih. 

案公 
りVI二、 口ノし 
川h~IIh．山I~川II~川“~，山I~“Ih~川h~川h~ 

写真資料の保存と再生 

二 村 隆 夫 

1・ はじめに 表2 写真画像の耐久性に関係する因子 
写真はその本来の目的から，永久的にその画像 囚 子 そ の 内 容 

が保たれるのが理想であるが，現実には年月とと 画像形成物質（銀，発色色素，顔料，染料・・・） 

もに変槌色．劣化が進んで行くのは避けられない。 写真材料因子豪論「 バインダー 

しかし，ここ十数年の感光材料や保存科学の進 支持体・下引 

-l)により，材料の選択．その取扱い．保存条件 現像処理囚子翼雛畿品（現像薬品，ハイポ鉄塩．...) 

さえ適切であれば，100年のオーダーで保存・利 

用することも可能と推定されるまでになってきた。 保存環境因子響響巌も磐マItLI) ';.姦裁it)酸イヒ物 

白黒写真とカラー写真とでは，画像を形成して 過酸lヒガス 硫イヒ水素・ アンモニア’'') 

いる物質が異なるので，その保存技術も違ってく 

る。 それで，共通的なことを先に述べ，その後で 3．白黒写真の保存 

それぞれ項を分けて写真の保存と再生について解 3. 1 使用写真材料 

説したい。 まず，保存しようとしている写真がどういうタ 

イプのものであるかを知る屈」要がある。それによっ 

2．写真の劣化とは て保存条件が違ってくるからである。 

写真を保存した場合見られる劣化現象を，現象 また，これから永く保存したい写真を作るので 

別に纏めてみると表1のようになり，またそれを あれば，使用写真材料を慎重に選ぶ必要がある。 

材料・現像処理・保存環境の三つの因子に分ける （1） フィルム 

と表2 に示すようになる。 1952年以前のフィルムにはニトロセルローズを 

これから分かるように，写真の劣化といっても ベースとして使用したものがあり，これは，映画 

その現れ方は多種多様であり，その原因も複雑で フィルムのように大量のフィルムを保管している 

ある。 ところでは夏場自然発火する危険性がある。1984

表1 「写真」の劣化現象 年9月3日に発生した国立近代美術館フィルムセ 

劣化現象 主要因 劣化するもの ンターの火災はその典型的な例である。 

1. IL製艦学的劣化 光（波長分布．強度） 画像銀．画像色素 現在一般用フィルムはトリアセテートベースを 

蹴裡色 鶏轟群鶏雰囲気響努こ-, 支持体 使用しており，自然発火の危険性はないが，長期 

1J欝雛 温度．湿度．光 バィンダー 保存中にベースが加水分解し，酢酸臭を発して半 

ii - り変形 轟湿度サイクル 層界面’下引 分溶けたような状態になることがある（ヴィネガー・ 

濡炉 難物質との接触 表面 シンドローム）。映画フィルム，マイクロフィル 

3・惣勢警 徽（温度．湿度．付着物） ゼラチン．色素 ムのように缶に入れて密閉保存していると特に起 
・虫食い 紙 

こりやすい。 

コニカ株式会社顧問 最近のマイクロフィルムのようにポリエステル 

（昭和27年応用化学科卒業・新制2回） ベースを使ったものは安全である。 

表1 「写真」の劣化現象 

劣化現象 主要因 劣化するもの 

L 化学的・光化学的劣化 
・光変槌色 光（波長分布・強度） 画像銀・画像色素 
・暗変裡色 
・脆化 

温度・湿度・化学的雰囲気 
残留薬品・不純物 

残留カプラー 
バインダー・支持体 

2．物理的劣化 
・ひび割れ 
・膜はがれ 
・カール・変形 

温度・湿度・光 
温度湿度サイクル 
湿度 

バインダ― 
層界面・下引 

・すり傷 
・汚れ 

擦れ 
着色物質との接触 

表面 

3，生物学的劣化 
・斑点・しみ 徽（温度・湿度・付着物） ゼラチン・色素 
・虫食い 紙 

コニカ株式会社顧問 

（昭和27年応用化学科卒業・新制2回） 

表2 写真画像の耐久性に関係する因子 

囚 子 そ の 内 容 

写真材料因子 

画像形成物質（銀，発色色素，顔料，染料・・・） 

カプラー， バインダ― 

添加剤， 

支持体，下引 

現像処理囚子 

現像剤種類 

残留処理薬品（現像薬品，ハイポ，鉄塩・・・・） 

安定化処理（pH,防徹処理，保護ラッカー，ラミネーション・・） 

保存環境因子 

物理的環境（光，温度，湿度，そのサイクル） 

化学的雰囲気（フオルマリン，亜硫酸ガス，窒素酸化物， 

過酸化ガス，硫化水素，アンモニア・・・） 
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(2） 印画紙 

印画紙は現在殆どすべて，原紙の両面をポリエ 

チレンフィルムでラミネートしたいわゆるRCペー 

パーを支持体としている。防水性なので現像処理 

には有利であるが，表面ポリエチレン層に酸化チ 

タン顔料を含んでいるため耐光性が悪い。また乳 

剤層と湿度伸縮性が異なるので乾湿のサイクルを 

繰り返すと，ひび割れを起こす。 

バライタ紙ではそのようなことがないし，保存 

中に発生する銀イオンを吸収し斑点発生を防ぐと 

いう働きもする（後述）。それに支持体として100

年以上保っているという実績もある。そのような 

ことから，長期保存する写真には厚手のバライタ 

紙ベースの印画紙の使用が望まれる（その目的の 

印画紙が市販されている）。 

3. 2 現像処理 

白黒写真の画像は微細・金属銀フィラメントの 

塊でできており，表面積／体積が大きくしたがっ 

て表面ェネルギーが大で反応性に富んでいる。定 

着に使用したチオ硫酸ナトリウム （ハイポ） が画 

像層中に残留していると，これと反応し変退色を 

もたらす。また，定着が不完全だと不溶性チオ硫 

酸銀錯塩が残留し，保存中に非画像部分を黄変さ 

せる。残留銀・残留ハイポのテストは簡単にでき 

るので2）現像処理が保存に対して正常であるか否 

か常にチェックすることが望ましい。 

3. 3 保存のための後処理 

現像処理が正しくても，銀画像は本質的に不安 

定であるから，酸化的な雰囲気，たとえばアルキ 

ドオイルベース・ペイントを塗ったばかりの部屋 

に置かれると，酸化されて銀イオンとなり表面に 

拡散して還元されて銀鏡を作ったり，コロイド銀 

となって着色斑点を生じることがある％ 

1960年代に保存中のマイクロフィルムにこうい 

う現象が発見され大問題となった。この対策とし 

て，次のような後処理がある。 

① 現像銀を硫化銀，セレン化銀に変える 

② その表面を金や白金に置換する 

③ 安定処理4) NH 一 
ミ、 
: CS (CH2)2S03H

NH2" 

のようなチオ尿素誘導体水溶液で処理する 

④ ラッカー塗布または，プラスチックフィルム 

をラミネートする 

3. 4 保存 

保存に当たっては，その写真に接触する材料や 

雰囲気，取り扱いにも注意しなければならない。 

大気汚染が進んでいる地域は特に注意が必要であ 

るa

(1）保存容器・保存台紙など 

表3に推奨できるもの，できないものを示した。 

表3 写真保存容器の条件 

材 料 好ましいもの 好ましくないもの（例） 

金 属 
アルマイ ト， ステンレス 

エナメル焼付鉄板 
錆びる金属（鉄） 

窃う 
,
 

エ
 
メ
 

工J 

~J

ポ
ポ
 

チ
チ
 

レ
ル
 

ン
メ
 

ル
 
ン
ト
 

,
 

,
 

ク

ノ

 

【

ノ

 
1
1
ノ
 
力
ノ
 

ポ
ポ
ア
 

エ
ス
リ
 

ス
チ
レ
 

テ
レ
一
 

可塑剤・残留溶媒の多いもの 
（ゴム，塩ビ， セルロイド） 

紙
 

αセルローズ 87％以上 

中性サイズ剤使用のもの 

写真活性度試験一に合格したも 
C) 

ボール紙 

リグニンを含む紙（新聞紙な 

ど） 

接着剤 

写真活性度試験に合格したもの 
ポリ酢酸ビニル系，セルローズ 

アセテート系接着剤， 
写真用ゼラチン 

吸湿性のもの，微生物が発生 
し易いもの（澱粉糊）, 
溶剤の多いもの（ゴム糊） 

金属と反応するもの 

＊ 試， 
86士I

寅資料と写真画像面とをサンドウー 
1%RHの恒温・恒湿器中に30日左 

‘ッチしたものを，00士1で， 
文置し，転写の跡が見られない 

(2) 

こと 

(2）推奨保存条件 

温度】15-25 で，変動4で以内 

湿度：30-50 %RH

照明：暗所がよいが，展示の際は紫外線を含 

まない照明・タングステン光とする 

環境】塵挨，N0ェ, S02, H2S, 03, NH3, 

酸性ヒュームなどを避ける 

そのためには不活性容器中に密閉保存すること 

が有効であるが，支持体がトリアセテートフィ 

ルムの場合は前に述べた 「ヴィネガー・シンド 

ローム」を防止するため脱酸・脱湿剤 「EPC

モレキュラー・シーブ」（コダック社商品名） 

を入れることが望まれる。 

(3）取り扱い 

写真には直接手を触れず，手袋を着用する 

(4）維持管理 

永久保存資料については2年に1度は全数検査 

し，少しでも変槌色が認められたら，ひどくな 

らないうちに復元・再生を図る。 
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4．力ラー写真の保存 また仕上がりプリントを絵具・染料などで色修 

4. 1 使用写真材料 整するとその直後は見栄えがよくなるが，保存中 

カラー写真の場合はどの方式・タイ尤 どのメー に槌色の差が出て， しないより醜くなることもあ 

カーのものを使用するかによって保存性に差が出 る。 

てくる場合がある％ 

たとえば： 4. 4 保存方法 

＊銀色素漂白法プリント（「イルフォクローム」） 一般的注意事項は白黒写真と同じであるが保存 

と普通のカラープリント 条件による劣化の差はカラー写真の方が大きい。 

＊カラープリントとカラーネガフィルム （1） 光 

＊顔料画像の3色カーボン印画と普通のカラープ 暗所保存が良い。 カラー画像は紫外線に対して 

リント 弱い。また，その吸収可視光によっても槌色する 

とでは一般的に前者のほうが耐久性が高い。 色素もある。1枚しかない大事な写真を明るい部 

しかし，最近は，20年前に，新聞その他で「カ 屋の壁に常時掛けて置くようなことは避けなけれ 

ラープリントは10年で槌色する」 と騒がれたよう ばならない。展示のときの照明はタングステン灯 

なことは全くない。どのメーカーのカラープリン を使用する。 

トも大幅に改良され，極端に悪い条件で保存しな （2） 温度 

い限り，暗所（たとえばアルバム中）なら100年 画像を形成している色素によって多少異なるが， 

以上たっても目立った変槌色はないと推定されて たとえば，24で，40% R.H.，暗所に10年保存し 

いる。 たときその濃度が10％下がる写真があったとし， 

実際にまだ100年経たないのにどうして言える その保存温度を変えると，その槌色に相当する年 

かというと，この変槌色を一種の化学反応と考え， 数は次のように変化する。 

アレニウスの式 30で 5年 4で 160 年 

k = Aexp(-Ea/RT) 24C 10年 一18 C 3,400 年 

が成立するとして，高温で反応を促進させた結果 13で 40年 

を室温での反応時間に外挿するのである。もちろ 要するに保存温度は低ければ低い程よい。 

ん実際の反応は単純なものではないからあくまで （3） 湿度 

も推定の域を出ないの。 色素の槌色防止には低湿の方がよいが，画像層・ 

支持体が脆くなり，膜剥れなどの物理的破壊も生 

4. 2 現像処理 じやすくなるので次の湿度範囲が推奨されている。 

感光材料メーカーの指定処理は，画像保存性に トリアセテート支持体のもの：15-50% RH

対して十分考慮されているから，それに従って処 ポリエステル支持体のもの ：30-50% RH

理されたものならば問題はない。 白黒プリント処 RCペーノぐー，バライタ紙 ：30-50% RH

理の場合はできるだけ残留処理薬品を少なくする 

のが基本であるのに対し，カラー写真ではこれを 5．写真資料保存庫の実例 

無害化し更に色素を安定化するような処理が用い 美術館などでは，理想的な保存条件とそれに必 

られている。 要な設備・維持管理費の兼ね合いで，表4に示す 

4. 3 後処理 

ネガ，スライド，あるいはプリントの表面にラッ 

カー，紫外線硬化樹脂などを塗布して保護するこ 

とも行われている。この処理は物理的損傷に対し 

ては有効であるが，保存性に対してはその効果が 

明確でない場合が多い。 

ような温度・湿度の収蔵庫を設け，写真・映画資 

料を保存している。こういう設備の中の保存され 

たものは数百年以上の寿命が期待されている。 

6．劣化写真の再生 

6. 1 白黒写真 

(1） ネガ 付着した指紋・徴・塵挨などは，ア 
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表4「 写真保存庫におけるE長存条件 

名 称 設置 保存対象 温度 湿度 その他 

米国国会図書館 
（メリーランド） 

1978 カラー写真 
白黒写真 

1. 7C
13

35% RH
45

米国ケネデイライ 
プラリ一（ポストン） 

1979 カラー写真 
記録文書 1g 3030

旧東独国立映画 
フイルム貯蔵庫 

5981 カラ一映画 
フイルム 

-7士2 25士5 25万巻収蔵 
可能 

NA S A
（ヒューストン） 

1982 カラー写真 -15 25

米国シカゴ 
市立美術館 

1983 カラ一・白黒 
写真 

-18 40

NHK資料部 
保管庫 

1971 カラー写真 15 50

国立近代美術館 
フイルムセンタ― 
（相模原） 

1986 白黒映画フイルム 

カラ一映画フイルム 『I
4040

12万巻収蔵 
可能 

東京都写真 
美術館 

1995 現代写真 
カラー・古典写真 
貴重写真 II II

ルコールで湿した脱脂綿で表面を注意深く軽く擦っ 

てとる。超音波洗浄器による洗浄が有効なときも 

ある。裏面のすり傷は専用のラッカー，オイルで 

軽減できる。 

(2） プリント 貴重な写真の場合は，再生作業 

に入る前に必ず複写しておく。画像の一部または 

全部が褐色に変わっているものは漂白・再現像す 

るのが良い。しかし斑点が出ているものには向か 

ない。 破損の激しいプリンントについては，それ 

を複写したものについて修整するのが良い。 

6. 2 カラー写真 

変槌色したカラー写真は化学的処理で元へ戻す 

ことはできない。 また槌色によりカラーバランス 

が崩れているのが普通であるから厄介である。 

(1） カラースライド デュープフィルムでマス 

クを作りこれをオリジナルに重ねてもう一度デュー 

プフィルムに密着焼きする。スキャナーで読み取 

り， コンピューター画像処理し同種のフィルムに 

出力する方法もある。 

元の色が分かっていないと良い再生は難しい。 

(2） カラープリント 

これもカラースキャナーで読みとりデジタル画 

像処理してカラー印画紙に出力するのが良い。 

最近，このようなサービスを行う機関・業者が 

増えてきているが，まだ非常に高価で，なかなか 

利用しにくい。 

7．おわりに 

写真を長期に保存するにはどうしたら良いかと 

いう観点から解説してきたが，ここで述べた方法 

は，写真資料だけでなく家庭にある普通の写真に 

も応用できるのは勿論である。 保存条件・管理 

を理想的なものにすることはできなくても， この 

考え方に沿った保存をするだけで写真の寿命を2

倍， 3倍にすることは可能である。ぜひ参考にし 

て頂きたい。 
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トピックス 

私のニューガラス 

打 矢 文 俊 

ニューガラスと云う言葉はファインセラミック ゼロ膨張ガラスセラミックス

スほどは世の中に定着していない。昔から板ガラ 

ス・びんガラス・食器ガラス以外のガラス製品を Ti02 を加えて溶融したガラスを一度冷却した後， 

特殊ガラスと一括総称するならわしがあったが， 昇温速度をコントロールしながら1100でまで加熱 

その中の新しい用途に使われるガラス製品類を10 するとガラス中に負の熱膨脹係数をもつβ石英固 

年位前からニューガラスと呼ぶようになった。そ 溶体が析出しマトリックスの正の膨脹と相殺して， 

のイメージは，「ガラスの組成・工程上の技術革 室温附近の広い温度範囲で実質的に膨脹ゼロの物 

新によってガラスの持つ諸特性が飛躍的に向上し， 質ができる。これは大型天体望遠鏡の反射鏡材に 

その結果として新しい用途が開けてきた，比較的 使われた。 

付加価値の高いガラス製品群」 と云う所である。 

ここではこの40年間，私が直接・間接手掛けた 機能性ガラス 

ニューガラス開発，事業化について記述する。 ガラス中に種々のイオンをドープしたり，特殊 

な組成を選ぶと光波や音波に反応するガラスがで 

分相と結晶化を利用したニューガラス きる。 その代表例がレーザーガラスである。 

ある種のガラスは熱処理で分相や結晶化をおこ レーザーガラス

す。これを利用して特殊な性質をもったガラス製 ガラスは結晶と同様， レーザー発振イオンのホ 

品をつくったのがコーニング社のバイコールやパ スト材料となり得るがアモルファス構造のため波 

イロセラムである。 形がブロードで又発振効率も低い。しかし均質な 

多孔質ガラス 大形材料を比較的容易につくれるので核融合トリ 

或る特定組成の棚確酸ガラスを500'-'600でに長 ガー用大型レーザー装置に使われている。 

時間保持するとSiO鉢目とB203 -Na2 0相に分 核融合レーザー装置ではレーザーパワーが高い 

離する。これを硝酸や硫酸で処理するとB203 - (1-2TW）ので非線形現象によるセルフフォー 

Na2 0相が溶出しあとにSi02 スケルトンが残る。 カシングダメージが問題になる。Nd 2 03を ドー 

全体積の20-30％はlOOnm位 の細孔で占められ， プした燐酸塩ガラスは誘導放出係数が大きく非線 

その内表面積は200m2/gに達する。熱処理条件 形屈折率が小さいので核融合レーザー装置に好適 

を変えて細孔の大きさを10'-' 1,000nm の範囲で自 である。現在このガラスを使って米国ローレンス 

由にコントロールできるので，分子節やバイオリ リバモア研究所で240ビーム，500TW （最大ディ 

アクターに使われる。(HOYA社は製品化しなかっ スク810x460x34 t mm）のブレークイーブン実 

た。） 証装置が建設されつつある。 

（株）HOYA 元常務取締役 

（昭和27年応用化学科卒 新制2回） 

ファラデー回転ガラス

核融合レーザー装置では，ターゲットに当った 

光が反射して装置内光路を逆行し増巾され， レー 
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ザーガラスや光学部品を破壊する。此れを防ぐた が進んできたのでガラス材料をCVD 合成石英に 

め，ファラデー回転ガラスと偏光板を組み合せた 変え，これを精密研磨した基板にCr膜をスパッ 

光アイソレーターを光路内に置いている。燐酸塩 ターし電子線レジストを塗布したEB マスクブラ 

ガラスに多量の希土類元素 （Ce3+, Tba+, Eu+2 ニクを開発した。EB マスクブラニクとそれを使っ 

etc）をドープするとベルデ定数が大きくレーザー て制作した超LSIマスクはHOYA 社の主力製品 

光（l060nm) の吸収が少なく，非線形屈折率も の1つに育った。 

小さいガラスができる。此のガラスも世界中の核 ガラス磁気ディスク

融合レーザー装置に使われている。 パソコン用HDD の磁気ディスクは一般に金属 

音響光学ガラス アルミ基板が使われているが，記録密度を高める 

レーザー光を偏向・変調するのに音響光学制御 ため磁気ヘッドのフライハイトを低くするにつれ 

方式が使われる。ガラスに超音波を掛けるとガラ てAl基板の表面欠陥（結晶粒界やヘッドの衝突 

ス内部に屈折率の周期変化が現われこれが光回析 で生じる盛り上り）が問題になってきた。ガラス 

格子の役割りをして，超音波と直角の方向から入 は非晶質の脆性材料ゆえ本質的にはこれらの表面 

射するレーザー光を偏光・変調する。Te02 を主 欠陥のない基板ができる筈である。吾々は1980年 

成分とするガラスは屈折率が極めて高く （nd2.0 代なかばにガラスを使った磁気ディスクの開発に 

前後）超音波の減衰が小さく，光透過波長域が広 着手した。ICフォトマスクブラニクの生産技術 

い（0.43 -2.7 12 m）ので音響光学素子に好適で との共通点が多く（研磨・洗浄・スパッターetの 

あり，現在印刷製版用マルチビームレーザースキャ 開発は当初スムーズに進展したが最大の難関は磁 

ナー等に使われている。 気ディスクのトライポロジー（磁気ヘッドの吸着・ 

磨耗を防ぐ表面処理）であった。この問題は，微 

ニューガラス事業 細なシリカ粒子を含むシリカゾルを磁気膜表面に 

私が扱ったニューガラスの中で特に大きな事業 スピンコートし，これを低温焼成して微細な凹凸 

に育ったのは「ICフォトマスク」 と 「ガラス磁 のある固いゲル膜をつくることで解決した。 

気ディスク」である。 基板ガラスは取り扱い中の破損を防ぐため特殊 

IC フォトマスクブラニク 組成の化学強化ガラスとした。 成形・研磨後のガ 

1970年代の初め頃，それまでの密着露光方式に ラスをアルカリ溶融塩中に10数時間漬けて表面層 

代って披映露光方式のアライナーが登場しに製 のNat, Li＋をK＋イオンに置換する。歪層の厚 

造に革命をもたらした。しかしこの装置は光源が さ80 -100um，強度は普通の板ガラスの5 -10

強いので時間とともにフォトマスクが昇温・膨脹 倍である。 

し披映像の寸法が変化する問題が見出され，低膨 現在このガラス磁気ディスクは，ヘッドフライ 

脹マスクのニーズが高まった。フォトマスク用ガ ハイト0.1 -0.054m, FCI 18,000-22,000, 150

ラス基板は，内部に光の透過を妨げる石・泡・朋 -200MB/2.5" ディスクの性能で， ポータブル 

理がなく表面にもキヅやピット等の研磨欠陥のな PC内蔵HDDに大量に使われており，HOYA 社 

いことが要求されるが，その上マスクの制作・使 の主力製品の1つに育ちつつある。 

用中に繰り返し使用される強い酸・アルカリに耐 （以上） 

えねばならない。吾々は化学耐久性の高い低膨脹 参考資料 

アルミノシリケートガラスの高温溶解技術と高精 ニューガラス 通産省 窯業建材課 編 

度研磨技術を開発しこの要望に答えた。 光学ガラス 泉谷徹郎 著 

その後ICパターンの微細化が進み， アライン ガラス非晶質の科学 作花済夫 著 

精度の一層の向上が要望され，又露光の短波長化 

参考資料 

ニューガラス 通産省 窯業建材課 編 

光学ガラス 泉谷徹郎 著 

ガラス非晶質の科学 作花済夫 著 
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研究室 

紹 介 

（日本ゼオン寄付講座） 

山本研究室 

東京工業大学から早稲田大学に移って早くも6年が過ぎた。前回早稲田応用化学会報に，応用化学科 

のなかで一番小さな，そして一番新しい研究室（教授は年を喰っているが）として紹介文を書かせて頂 

いてからでも，すでに4年が経過した。応用化学科の皆さんのご援助を頂き，特に清水功雄教授には一 

方ならぬお世話になって，狭いながらどうやら研究室も形がととのって研究も軌道に乗ったところであ 

る。この間，土田英俊教授をはじめとする教室の先生方のご努力と日本ゼオン株式会社のご好意によ 

り，日本ゼオンから新金属科学部門という講座を早稲田大学に寄付していただくことになった。その講 

座の担当として，ちょうど新築なった55号館に入居し，60号館に1単位の研究室を頂くことが出来たた 

め，非常に環境が良くなったのは本当に有り難いことであった。 

65号館の一室で修士課程の学生一人と研究室の設営をはじめたのが1990年，その後年と共に徐々に学 

生が増え，幸いにしてそのうち4 人が博士課程まで進学してくれたので，助手も秘書もいない状態なが 

ら，何とか研究室の運営が出来ている。今年からは，佐藤匡教授の急逝のため，旧佐藤研究室の学生も 

お預りすることになったため急に学生が増え，現在博士課程3年1名， 1年1名，修士課程2年2名， 

1年2名，学部4年生4名（内女子学生1名）の10名の学生に，日本学術振興会招騰の外国人特別研究 

員として，スペインで学位をとった中国の林永寿博士が加わって私も含めて12名の所帯になった。 

これまで，それぞれに個性のある学生に恵まれ， 2 度目の研究生活を楽しんで来ることが出来た。研 

究の方針としては，これまでとあまり違わない。全く別の方面に展開することも一時は考えたが，結局 

手慣れた研究の延長になった。そうなったのは，与えられた人的，物的資源で新しい分野へ展開するに 

は，障壁が高かったこともあるが，何といっても有機遷移金属化合物の魅力が大きかったことによる。 

有機遷移金属錯体には，まだまだ充分に解明されていないことが一杯あり，強力な研究グループでなく 

ても，的を絞ればそれなりの効果を生み出すことが出来ることを私は証明したかった。 

有機遷移金属錯体は，有機基が遷移金属に直接結合した化合物であり，それ自身研究対象として興味 

ある化合物である。さらに，有機合成，高分子合成などの触媒および反応試剤として有用な化合物であ 

る。変幻自在の性質をもっているため，なかなかに窮め尽くす所の話ではなく，やればやるほど面白い 

ことが続出してきて止められない。 

研究方針 

研究対象として面白い化合物だからと言って，何をやっても良いというわけにはいかない。残念なが 

ら残された時間が限られているので，手持ちの人的，物的資源を考慮したうえで，出来れば隣接分野に 

インパクトを与えることが出来るようなテーマを選ばなければならない。 その意味で選んだのが，有機 
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金属錯体 

パラジウム錯体及びルテニウム錯体の合成とその化学反応性の研究である。研究室の基本方針として 

は，新しい有機パラジウムや有機ルテニウム錯体を合成してその化学的反応性を研究し，それにより得 

られた知見をもとに，触媒反応へ展開することを目指している。 

有機パラジウム錯体やルテニウム錯体では，次のような酸化的付加反応および還元的脱離反応という 

反応があり（昔の教科書にはでていない反応です），炭素ーハロゲン，炭素一酸素，炭素一水素結合等 

が低原子価遷移金属錯体との反応により容易に切断され，新しい炭素一金属結合をもった化合物，すな 

わち有機金属錯体が出来る。 

\ 
LMJ

ノ 
属錯体 xニ＝ハロゲン，H, 0, N, C

このようにして出来た有機金属錯体は非常に反応性に富んでいて，不飽和結合をもっ化合物，例えばオ 

レフィン，一酸化炭素などと反応し，それらの化合物を取り込む（挿入反応という）。 
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あるいは，金属に配位したオレフィンや一酸化炭素などは，外部試剤による求核攻撃を受け，その際に 

炭素一炭素，炭素一窒素，炭素一酸素等の結合を生ずる。 
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(3) 

有機合成反応は，特定の結合を切断したり，結び合わせたりする作業から成り立っている。従って， 

穏和な条件で，特定の結合を切断したり生成させたりする手段は，有機合成上極めて重要である。その 

ような反応を行わせるのに，パラジウムとルテニウムの二つの遷移金属が適しているのが， これらの金 

属が有機合成に多用される理由である。そのようなプロセスは化学量論的にも起きるが， このような素 

反応を組み合わせてサイクルにしてやれば，触媒反応となる。 固体触媒の反応は表面の問題が絡んでく 

るのでなかなか本当のところは分からないが，錯体触媒では，有機化学の言葉で触媒サイクルを理解す 

ることが出来る。さらに新しい反応を設計することが出来る。夢の多い研究である。 

有機遷移金属錯体の素反応に関する研究 

われわれの研究室の最近の研究に例をとってお話しよう。 

【1】有機遷移金属錯体の反応性に関する基礎的研究 

(Ll） 有機パラジウム錯体は，各種のパラジウム錯体触媒の反応において活性中心となる化合物で 

ある。従ってその化学的性質に関する理解は，有機反応を設計する上で重要である。われわれは，パラ 
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ジウムにアルキル基や，アリール基が直接結合した錯体を合成し，その反応性を研究してきた。 アルキ 

ルパラジウムハロゲン化物錯体の分解反応の研究過程において，アルキルパラジウム錯体からハロゲン 

化物が解離し，カチオン性パラジウム錯体が生成すると，パラジウムから2 番目の炭素に結合した水素 

を弓は抜いて分解する反応が加速されることを見出した。この結果に基づいてさらに研究を進め，カチ 

オン性錯体が出来ると空の配位座が生じるため，一般的に一酸化炭素，ォレフィン等に対する反応性が 

増加することを見出した。また，パラジウムばかりでは無く，ルテニウムヒドリド錯体の場合にも，カ 

チオン性錯体の方がアセチレン二量化，イミンの水素化等に対して高い活性を示すことが分かった。 

(1.2） 有機化合物の結合切断に関する研究 

1. C-O結合の切断，生成を伴う酸化的付加，及び還元的脱離反応の研究と有機合成への応用 

三級ホスフィン（PR3）のような支持配位子を有する0 価のパラジウム錯体とカルボン酸無水物を反 

応させると，C-o結合の切断が容易に起こり，中心パラジウム原子にアシル基とカルボキシラト基が結 

合したような2価の有機パラジウム錯体が得られる。 この錯体は水素と反応させるとアルデヒドとカル 

ボン酸を放出し， 0価のパラジウム錯体にもどる。 この反応を利用することにより，無水カルボン酸か 

らアルデヒドとカルボン酸を触媒的に合成出来ることが分かった。 

(RCO)2 0

H2 3.OMPa
Pd(PPh3)1 lmol% 

Et3N I eq

THF, 80C, 24h
 ・RCHO+RCOOH (4) 

R=C7Hl5 94% 96% 
Ph 96% 100% 

無水カルボン酸以外のCー〇結合をもっ化合物として，カルボン酸ェステルのC-0 結合もパラジウム 

錯体と反応することにより切断される。このような素反応を挿入反応等の他の反応と組み合わせること 

により，新しい触媒反応を設計することが出来る。C-0切断反応はカルボン酸アリルや，炭酸アリルの 

場合に容易に進行し，カルボキシラト基の結合した万ーアリルパラジウム錯体が得られる。 

[Ml ＋ グググ＼プ 
L

グf凸、 

1/M、 (5) 

2，ホスホニウム塩のP-c 結合開裂を伴う， 0 価パラジウム錯体に対する酸化的付加 

有機化合物中のP-C結合もパラジウム錯体との反応により可逆的に切断されることを見出した。こ 

の知見はヘック反応など，既存のパラジウム錯体による触媒反応の選択性を向上しさらに新反応を設計 

する上で役立っ。 

こ 

3．パラジウム錯体とギ酸アリル類の，c-o 結合開裂を伴う酸化的付加反応及びアリルーパラジウム結 

合へのCo 挿入反応を利用するギ酸アリル類の力ルボン酸への触媒的変換反応の開発 

有機パラジウム錯体の基礎的反応に関する知見に基づき，次のようなパラジウム錯体を触媒とするカ 

ルボン酸の新規合成反応を開発した。この反応は，不飽和アルコール類の増炭反応を用いるカルボン酸 

合成反応として新規な反応であり，応用の可能性が高い。 

R2Yr、ノ0、.H  pq
R' る LPdJ

O
" 

'R2ゾyc・OH
RI

(6) 

また， ジオール類のギ酸ェステル類と一酸化炭素の反応では， ジエン酸類が得られることを見出だし 

た。 
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0 0

Hoスー、H ［者ま 、～I,HOJL oyH [Pd] OH+HC02HCo - (7) 

また，二酸化炭素存在下にアリルアルコール類と求核剤を反応させると，アリルアルコール類のC-o

結合切断反応が促進されることを見出だした。 この結果を利用して，パラジウム錯体触媒を用いる，直 

接的なアリルアルコール類のアリルアミンへの変換反応，求核剤のアリル化反応，カルボニル化反応を 

開発した。 

パラジウム錯体触媒を用いる，塩化アリル類のダブルカルボニル化反応によるαーケト酸誘導体合成反 

応の開発 

αーケト酸類は，アミノ酸，αーヒドロキシ酸等の生理活性を有する化合物の前駆体として重要な化 

合物であるが，これまでその合成法は限られていた。我々はアリルパラジウム錯体へのCO 挿入反応に 

関する研究結果に基づき，塩化アリル類のダブルカルボニル化によりαーケトアミドを温和な条件下に 

選択的に合成する新規な触媒反応を開発し，その反応機構を解明した。 

CO(lOOkg/cm2), HNEt2(4 eq) 
I PdC12(PPh3)2 k II

ブ、一Cl  
ー THF, r.t. 

この反応は，私が東京工業大学在勤中に達成しようとして果たさなかった研究であり，早稲田大学に 

移ってから，優秀な学生の協力により初めて実現した反応として感慨が深い。 

5 その他 

清水研究室と共同で有機合成を目的とする研究を展開し，幾っかの成果を得た。 

以上述べたように，小さな研究グループながら，学生諸君の努力により，それなりの成果を上げるこ 

とが出来た。また，この間，文部省科学研究費助成金を得て，超伝導NMRを購入することが出来，化 

学関係の研究室の研究能率向上に多少はお役に立てたと思う。その間，昨年度は日本化学会会長その他 

の公務があり，それが済むと科学技術庁新技術事業団の研究統括，文部省学術審議会委員等の学外の用 

事が増えて研究の時間に食い込んでいるが，早稲田大学において残された期間を精一杯活用して悔いの 

ない研究生活を送りたいと考えている。 

学生諸君に望むこと 

私のこれまでの経験から，有機金属錯体に関する研究はとても面白いと思う。 研究室にいる学生諸 

君，これから入ってくる学生諸君には，その面白さを体験して欲しい。学生諸君に望むのは，何よりも 

まず，やる気である。やる気を出して熱心に実験することを希望する。ただし，やみくもに体を動かせ 

ばいい，というものでもない。常によく考えて実験を進めて欲しい。たとい，ささやかな成果でも，世 

界で始めて自分で見出だした現象，初めて合成した錯体を取り出したときの感激を味わって欲しい。 そ 

の経験は生涯にわたって記憶に残り，心の支えになる筈だと思う。 

最近の研究成果のまとめ 

1. Akio Yamamoto, "Palladium-Catalyzed Double and Single Carbonylation of Aryl Halides

and Allylic Comounds," Bull. Chem. Soc. Jpn., 68, 443 (1995). 

2. Akio Yamamoto, "Comparison of the Reactivities of Neutral and Cationic Transition

Metal Alkyls and Hydrides," J. Organomental. Chem., 500, 337 (1995). 

43）山本明夫， “素反応研究から触媒反応開発へ”化学増刊124「均一系触媒反応設計のための戦略」 

化学同人，村橋俊一，山本明夫，野依良治編，3 (1995) 
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「胃海一声夏蕉］ 
論文題目 

透析膜の溶質透過と血液透析器の溶質 

除去性能 

Solute Transport through Dialysis

Membrane and Performance

Evaluation of Hemodialyzer

小久保 謙 一 

平成3年 応用化学科卒業（新41

回） 

ノノ 5年 博士前期課程修了 

ノノ 8年 博士（工学） 

博士後期課程修了 

／ノ 8年 本学理工学部助手 

ノノ 5年 

ノノ 8年 

／ノ 8年 

このたび，早稲田大学より博士（工学）の学位を授与され，身に余る光栄と深く感謝致しております。本研究の遂 

行と論文作成にあたり，常にご指導いただきました酒井清孝教授，学位審査にあたり，多大なるご指導とご序言を賜 

りました平田彰教授，豊倉賢教授，平沢泉教授に深く感謝申し上げます。また，幾多のお世話になりました先輩諸兄 

や研究室の皆様に心よりお礼申し上げます。 

本論文は，透析膜の溶質透過と血液透析器の性能について，透析膜の膜構造と溶質透過の関係，タンパク質吸着の 

溶質透過への影響，実際の血液系での透析器の性能の把握など，血液透析器の性能向上に寄与する情報を得ることを 

目的として行った研究をまとめたものです。本研究で開発した新しい膜の性能評価法およびモデルの適用方法は，血 

液透析膜および透析器の開発・改良に指針を与えるものであり,得られた成果は，膜分離工学の分野だけでなく，実 

際の透析医療に対しても十分貢献できるものと考えております。 

現在・本学理工学助手として酒井教授のもとで引き続き透析膜の溶質透過に関する研究に従事しております。学位 

取得を研究者の第一歩として，一層の研錯を重ねる所存でございますので，今後とも皆様方のご指導ご鞭鍵を賜りま 

すようお願い申しあげます。 

論文題月 

Marangoni Convection

in a Liquid Bridge

under Normal and

Microgravity Conditions

重力場および微小重力場における 

液柱内マランゴニ対流現象 

桜 井 誠 人 

平成3年 応用科学科卒業（新41

回） 

ノノ 5年 博士前期課程修了 

ノノ 8年 博士（工学） 

博士後期課程修了 

ノノ 8年 日本学術振興会特別研 

究員（PD) 

ノノ 5年 

ノノ 8年 

8年 

この度，早稲田大学より博士（工学）の学位を授与され，身に余る光栄と深く感謝致しております。本研究の遂行 

に当たり終始懇切なる御指導を戴きました平田彰教授，多くのご助言，ご支援を賜りました豊倉賢教授，酒井清孝教 

授，平沢泉教授をはじめとする応用化学科諸先生方に厚く御礼申し上げます。また，幾多の面で大変お世話になりま 

した先輩諸兄や平田研究室の皆様に心より深く感謝いたします。 

本論文では，浮遊帯法を模擬した液柱内の真のマランゴニ対流（界面張力差駆動対流）を明らかにするため，小型 

ロケット・航空機・落下塔を駆使した短時間微小重力環境を利用しました。この結果を重力場の結果と比較検討する 

ことにより，液柱内マランゴニ対流現象に及ぼす重力の影響を明らかにしました。これらの成果は，今後重力場及び 

微小重力場におけるマランゴニ対流に基づく運動量・熱・物質移動を伴う化学・材料プロセスの発展に寄与すると期 
待できるものであります。 

今春からは，日本学術振興会の特別研究員（PD）として，引き続き平田教授の御指導のもと研究活動を続けてお 

ります。学位取得をーつの節目として，なお一層努力して行く所存でありますので，今後とも御指導，御鞭捷を賜り 
ますよう御願い申しあげます。 
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論文題日 

Synthesis, Characterization and

Advanced Performance of

Polyarytenesulfoniums

（芳香族ポリスルホニウムの合成， 

構造と高度機能） 

‘了h

宮 武 健 治 

平成3年 応用化学科卒業（新41

回） 

ノノ 5年 博士前期課程 修了 

ノノ 7年 本学理工学総合研究セ 

ンター 助手 

ノノ 8年 博士（工学） 

博士後期課程 修了 

" 8年 日本学術振興会 特別 

研究員 

l

この度早稲田大学より博士（工学）の学位を授与され，身に余る光栄と深く感謝致しております。本研究の展開に 

あたり終始懇切なる御指導を賜りました土田英俊教授，西出宏之教授，多大なる御助言を頂きました清水功雄教授を 

はじめとする応用化学科諸先生方に心より御礼申し上げます。また，幾多の面でお世話になりました先輩諸兄，研究 
室の皆様に感謝致します。 

本論文は，スルホニウムが活性種となって進行する酸化重合による芳香族ポリスルホニウム，およびポリチオエー 

テルの新合成と・それらの構造，物性の研究に関するものであります。芳香族化合物と低分子硫黄化合物（塩化硫黄， 
スルフィン酸）からの直接酸化反応が，スルホニウムを経由する重合反応に繋がることを明らかにし，これを単にポ 
リスルホニウムに留まらず，芳香族硫黄含有高分子の合成へ発展させました。 

芳香族ポリスルホニウムは，双極子の配向制御，錯形成により，非線形光学特性や導電性など光電子機能の発現が 
期待できるものと考えております。 

私は現在も日本学術振興会特別研究員として土田教授のもとで，酸化重合によるオニウム高分子の合成とその機能 

解明に関する研究を続けております。学位取得を研究者としての第一歩として一層の研鎖を重ねる所存でおりますの 
で，今後とも皆様方の御指導，御鞭挺を賜りますようお願い申し上げます。 

論文題目 

アゾールを含む生理活性物質の 

合成研究 

三 浦 昌 三 

昭和59年3月 

昭和59年4月 

平成8年3月 

愛媛大学大学院修 

士課程修了 

四国化成工業（株） 

入社 

博士（工学），博士 

後期課程修了 

このたび，早稲田大学より博士（工学）の学位を授与され，身に余る光栄と深く感謝致しております。本研究を進 

めるにあたり，竜田邦明教授，長縄博助教授，郡司祐樹博士に懇切なる御指導を賜りましたこと，心より感謝申し上 

げます。学位審査にあたり，多大なる御助言を賜りました故佐藤匡教授，酒井清孝教授，清水功雄教授に厚く御礼申 

し上げます。また，特別選考制度により応用化学科の仲間に加われましたこと，さらに，お世話になりました竜田研 

究室の皆さまに感謝申し上げます。 

本論文は，種々の生理活性を有するアゾール誘導体の，その特異的な反応性を利用した合成研究を目的としたもの 

です。その結果，酵素阻害剤および抗生物質の構造・活性相関が明らかとなり，また医薬中間体の工業的合成法を確 

立することができました。 

現在私は再び企業の研究員として応用研究に従事しております。早稲田の応用化学科で基礎研究に従事できたこと 

を誇りに思い，また，学位取得を節目として一層の研錆を積む所存でおりますので，今後とも皆さまの御指導，御鞭 

鍵を賜りますようお願い申し上げます。 
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新任教員紹介 

専任講師 

常 田 聡 

平成元年3月 東京大学工学部化学工学科卒業 

,, 3年3月 同大学院工学系研究科化学工学 

専攻修士課程修了 

" 6年9月 同大学院工学系研究科化学生命 

工学専攻博士課程修了 

工学博士（東京大学）取得 

ノノ 6年10月 千葉大学工学部機能材料工学科 

研究生 

,, 7年4 月 理化学研究所基礎科学特別研究 

ガ 

員 

8年4 月 早稲田大学理工学部専任講師 

本年4月より，応用化学科の専任講師に嘱任され，身に余る光栄と感じております。平田彰先生をは 

じめ，応用化学科の先生方にたいへん多くのご支援をいただき，現在，研究と教育活動に励んでおりま 

す。昼夜問わず実験に取り組んでいる学生さんたちを見て，若さあふれる大学のすばらしさをあらため 

て実感しております。それと同時に，自分の置かれた立場の大切さをひしひしと感じております。 

昨年，理化学研究所で化学系，物理系，生物系のさまざまな学科を卒業した研究者に混じって仕事を 

したときに，化学工学科出身である自分のspecialty についてあらためて考える機会を得ました。化学 

工学は確かに問題解決型の学問という側面をもっています。しかし，私は，化学工学とは移動現象が起 

きるあらゆる場面を研究の対象にできる学問であり，その中で発見的な仕事を生みだす可能性は十分あ 

るはずだという見方をしています。時には化学工学者という名を捨てて，積極的に未知の分野に深く入 

りこんでいく姿勢こそが，オリジナリティーの高い化学工学的研究をするために大切であると私は考え 

ます。そして，国内外の異分野の研究者からも高い評価を受けるような研究をしたいと思っています。 

しかしその一方で，世の中で今何が必要とされているのか，どのような研究をしたら実用化に結びつく 

かということを常に念頭に置きながら，工学的な研究を進めることも忘れないようにしたいと思います。 

教育に関しての私の基本的な考え方は，学生が，将来，企業人や研究者として活躍していくために必 

要な知識を自分自身で学べるような環境を与えてあげるということです0 化学工学の基礎学問を講義に 

よって教えることはもちろん重要です。しかし，それ以上に，卒業論文や修士論文のための研究を遂行 

する中で，化学工学的手法がどこで役立つかを実感させたり，級密な実験をおこなうことの難しさ，共 

同作業の大切さ，そして研究を成就することのすばらしさを理解させることが教育者としての第一の仕 

事だと考えています。さらに，この研究生活の中で，学生が自分の個性を認識し，あるいは新たな資質 

を発見し，それらを将来の道しるべとして活用できるような環境づくりをしてあげたいと思っています。 

科学的真実の前では先生も学生も平等です。教育というよりはむしろ，いっしょに考えていく姿勢で研 

究に従事するつもりでいます。 

これまで，グラフト重合という材料合成法を適用することによって，培養液中から有用なタンパク質 

を効率的に分離できる新規機能材料を開発してきました。今後も，分子やイオンなどの移動および反応 

現象を体系的に解析し，バイオ，新素材，環境などの各分野で，問題解決と新システムの開発をめざし 

ていきたいと思っております。若輩者ですので至らぬところも多いかと存じますが，応用化学会の会員 

の皆様，どうかよろしくご支援のほどお願い申しあげます。 
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、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、～、、、、、、、、、、、、、、、、 

応化 教室近況 
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

金森敏幸博士，酒井清孝教授，福田誠氏日本人工臓器学会論文賞受賞 

一血液透析膜に含まれる水の状態と膜内拡散係数の関係（人工臓器23, 578-584, 1994）ー 

金森敏幸博士（新33回】現在通産省工業技術院物質工学工業技術研究所），酒井清孝先生，福田誠氏 

（新41回】現在旭化成工業）が発表した表題の論文が，昨年度の日本人工臓器学会の優秀論文と認めら 

れ，1995年度日本人工臓器学会論文賞を受賞しました。受賞論文では，再生セルロース系高分子膜にお 

ける膜内拡散現象を自由体積理論によって解析し，膜内の水の分布体積により溶質の膜内拡散係数を表 

すことができることを明らかにしています。得られた成果は，透析膜の設計および開発に指針を与える 

ものであり，透析治療の向上に貢献するものと期待されます。今回の論文賞の受賞は，その独創性と日 

本人工臓器学会への学術的，工学的貢献が評価されたもので，心よりお祝い申し上げます。 

文責】小久保謙一（応化助手） 

吉田亮博士（新38）第5回インテリジェント材料シンポジウム高木賞受賞 

吉田亮博士（新38)（現在通産省工業技術院物質工学工業技術研究所）が，第5 回インテリジェント 

材料シンポジウムにおいて高木賞を受賞しました。本賞は，自己修復，自己判断，環境応答などの機能 

を持っィンテリジェント材料を追求する若手研究者の最優秀論文を表彰するものです。タイトルは 

rself -oscillation of Polymer Gels Coupled with Non-linear Chemical Reaction] です。従来のイ 

ンテリジェントゲルが外部の環境変化により膨潤一収縮するのに対し，非線形化学反応でゲル内部の環 

境を周期的に変化させ，これにより自律的に膨潤 収縮振動する新しいゲルの実現に成功しました。心 

臓の拍動のような生物の機能に迫る自律振動ゲルは，ペースメーカーや人工臓器のための革新的な材料 

として注目を集めています。同博士の受賞を心から祝福するとともに，今後の更なる発展に期待しま 

す。 

昇格人事 

本間敬之助教授 平成8年4月1日付 

武岡員司 ク 

文責】金子祐三（新43) 
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応化会関西支部ー早桜会 開催される 

去る6月7日，大阪・梅田のホテルグランビア 

q日大阪ターミナルホテル）において応化会関西 

支部＝早桜会（さおうかい）が開催されました。 

去年は阪神淡路大震災の影響で開催を見合わせ 

たので2年ぶりの開催となりました。 

加藤名誉教授と黒田一幸教授をゲストに迎え， 

最年長の鎮目達雄先輩（昭和11年卒）から最年少 

の細谷武士君（平成6年卒）まで33名の参加があ 

り，久しぶりの盛会でした。 

支部長の挨拶に続いて，加藤先生よりは，退官 

後もお忙しく国内外でのご活躍のお話，黒田先生 

よりは学校の現状（今日では応化の学生のうち女 

子が3割と聞き隔世の感を強めました）などをお 

話しいただいた後，鎮目先輩の音頭で乾杯し，歓 

談・食事に入りました。先生とも久しぶりの再会 

を懐かしんだり，面識のない会員同志で名刺交換 

をするなど和やかなうちに時が過ぎ，山添勝巳氏 

（昭和47年卒）のリードで都の西北を気持ちよく 

歌ってお開きとなりました。 

近畿地区に在住又は勤務する応化会員で構成す 

る関西支部には約二百人の会員がいますが，転勤 

による出入りが頻繁で，支部事務局でもその動き 

を把握しきれないのが現状です。関西に転勤・転 

居される際には是非御一報下さい。歓迎します。 

来年も5月末から6月初頃に開催しますので多 

数のご参加をお待ちします。 

なお今回の参加者は次の通りです。 

（敬略称） 

鎖目 達雄 

岡見 正一 

御所 秀夫 

多田 長定 

中村 敏夫 

川手 昭平 

（学部卒業年・勤務先） 

（昭和11・旧16回，大阪有機化学） 

（昭和14・旧19回） 

（昭和14・工6回） 

（昭和18・~日24回） 

（昭和18・旧塾回） 

（昭和26・旧32回，関西大学） 

岡崎 寛一 （昭和32・新7回， 

小谷野猪之助（昭和35・新10回， 

市橋 宏 

辻 秀興 

三島 邦男 

徳川 義治 

長谷川吉弘 

山添 勝巳 

久保田 実 

志磨憲一郎 

沼本 

大柳 

松方 

楼井 

船岡 

児玉 

斎藤 

楼井 

塩出 

楠 

高橋 

井上 

瀬崎 

都筑 

細谷 

浩直 

満之 

正彦 

秀彦 

英彦 

昭久 

太 

秀樹 

洋三 

一彦 

克 

毅 

崇生 

晃 

武士 

（昭和42・新17回， 

（昭和42・新17回， 

（昭和42 新17回， 

（昭和45・新20回， 

（昭和45・新20回， 

（昭和47・新22回， 

（昭和50・大23回， 

（昭和55・新30回， 

（昭和56・新31回， 

（昭和58・新33回， 

（昭和59・新34回， 

（昭和印・新35回， 

（昭和印・新35回， 

（昭和61・新鉛回， 

（昭和61・新36回， 

（昭和62・新37回， 

（平成2・新40回， 

（平成3・新41回， 

（平成4・新42回， 

（平成5・新43回， 

（平成5・新43回， 

（平成5・新43回， 

（平成6・新44回， 

大京化学） 

姫路工業大学） 

住友化学） 

カネボー・エヌエスシー） 

東レ・デュポン） 

住化分析センター） 

ハリマ化成） 

神鋼パンテック） 

大阪有機化学） 

神戸アドテック） 

松下電器） 

龍谷大学） 

大阪大学） 

東洋紡） 

東燃化学） 

コダマ樹脂工業） 

大和総研） 

松下電器） 

塩出特許事務所） 

住友金属） 

住友金属） 

積水化学） 

ハリマ化成） 

藤沢薬品） 

藤沢薬品） 

関西支部長・長谷川吉弘（副会長）記 

関西支部事務局

〒 541 大阪市中央区平野町4 一2 一18

ハリマ化成株式会社 内 

担当：秘書 立川 

TEL 06一201一2460

FAX 06一227一1030
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ぎ会昌ォより 以外 会員だより 

88歳の主人は毎日が早稲田，ワセダです。入浴の度に 国会運営，沖縄，住専，ェイズ，官々接待等,低レベル 

都の西北を口ずさんで，とてもうれしそうです。 の現実に応化会出席の意欲すらを失いました。 

宍倉 幸一（有志）（内） 百武 寛（昭和12年卒・旧17回） 

クラス会員も竹内君と私と2名になった様です。私事 すっかり年をとりました。学報や会報で母校の発展を 

昨年まで3 -.4 回入院治療を受け，通院2年位病院生活 識り楽しみにしております。 

をしましたが，神様がもう少し生きてよいとのご命令を 宮田 隆吉（昭和12年卒・旧17回） 

下さり目下自宅静養中，横にならず時々散歩していま 

す。 秋山 桂一（昭和4年卒・旧9回） ご無沙汰に打過ぎ失礼申し上げております。お蔭様で 

健康な老後の日々を送っておりますが，数え年83歳の現 

同期卒業は秋山桂一君と小生の二人となってしまいま 在，遠出は思うに任せず，総会にも欠席させていただき 

した。老来早稲田の杜を恋うることしきりです。会の発 ますが，学会の一層の発展と皆様のご清勝を心より祈り 

展を心から祈り上げます。 上げます。 飯島 義郎（昭和13年卒・旧18回） 

竹内 光雄（昭和4年卒・旧9回） 

残存同級生3人，照井，松岡と小生，でも我輩が一番 

若い・・・89歳。 木村 五郎（昭和6年卒・旧11回） 

同窓4人で毎年春秋2回一泊旅行程度を続けておりま 

す。老境に入り一タ杯を汲み交すのも亦楽しいもので 

す。健康の許す限り今后も続けたいものと思っていま 

す。 山科 義彦（昭和10年卒・旧15回） 

満86歳2 ケ月，パラダイムの大転換で21世紀への対応 

がむつかしくなりました。大前研一氏の講演を聞かれな 

いのが残念です。 青木拘次郎（昭和9年卒・旧14回） 

今年は同期で亡くなった方はなく， 5月16日のクラス 

会には亡くなった方の夫人を含めて13人程集まるとの 

事，一年最大の会合をたのしみにしております。 

米津 新松（昭和11年卒・旧16回） 

来年私共クラスは卒業後60年を迎えることになるが， 入江 卓（昭和19年卒・旧19回） 

誠に古くなったものである。それにしても戦後の技術進 

歩は凄じいものであり，化学工業の様相は著しく変化し この世は草臥れるものだが，生きてる間は頑張りま 

て，その進展速度は驚く程早く，最早老生などの遠く及 しょう。 橋爪 惟公（昭禾ロ14年卒・旧19回） 

ぶところではない。つとめて現役技術者に耳を傾けねば 

ならないと痛感するこの頃である。 去る4月15日入院して25日胃を手術，総会は残念乍ら 

中岡 敏雄（昭和12年卒・旧17回） 欠席，昭和52年より18年間監事として貢献させていただ 

き厚くお礼申し上げます。大友恒夫さんの御霊と約束が 

趣味の日本画を書いております。大前研一さんの話を 果せましたことを心から喜んでおります。 

お聞きするつもりでおりましたが，余りにもいい加減の 小阪直太郎（昭和15年卒・旧20回） 

相変らず療養中の身です。大前（都知事）が実現しな 

かったのは誠に遺憾の極みでありました…。皆様の健勝 

を心からお祈りします。 

春日井佐太郎（昭和13年卒・旧18回） 

相変らず元気に頑張っています。同期生も健在は19名 

となりましたが，今秋には旅行会を催し集合することを 

計画しています。応化会の益々のご発展をお祈りしま 

す。 川久保勇雄（昭和14年卒・旧19回） 

昨年の阪神大震災で3 -'4 ケ月食糧事情極端に悪く， 

体調を崩し仲々元通り回復せず悩んでいます。応用化学 

会の益々の発展を祈ります。 

岡見 正一（昭和14年卒・旧19回） 

昨年末ギックリ腰で，その痛みに病床につき参ってお 

ります。未だ2, 3 ケ月は無理と思われます。皆さまに 

お会いできず残念です。 

入江 卓（昭和19年卒・旧19回） 
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81歳。元気に働いています。 

木下 巌（昭和16年卒・旧22回） 

村井先生の草炭研究会・理事としてお手伝いをしてお 

り，又本年も本会・監事を重任することとなり健康の許 

す限りお手伝いさせていただきたいと思っております。 

兼松 貞雄（昭和17年卒・旧23回） 

あらゆる面での進歩著るしい世相追い付いて行けぬ昨 

今です。10年程前から趣味として始めた少々毛色の変っ 

た方面の世界（築刻）に遊びながら目まぐるしい世間の 

移り変りを眺め数年先に迫った21世紀の状態をぼけぬ頭 

で私なりに理解して見られるよう静かに心掛けて居りま 

す。末筆ながら諸兄諸子のご活躍とご健勝を祈ります。 

小野 千冬（昭和17年卒・旧23回） 

鈴木 康夫（昭和20年卒・旧26回） 

舌癌術後満7 ケ年を無事経過。趣味の油画を毎日描い 

て居ります。住友銀行綱島支店に拙作専用常設展示コー 

ナーが設けられました。おついでの折ご笑覧下さい。 

住友銀行綱島支店】東横線綱島駅西口前 

西山 尚男（昭和21年卒・旧27回） 

業会の重要総会と重なり応化総会へは残念乍ら欠席。 

年令を考えずひたすら自分の仕事に遭進しております。 

景気の回復も徐々に好転に向っているようで頑張って明 

るい世の中にしようと思います。 

橋本彦太郎（昭和22年卒・旧28回） 

橋本彦太郎事務所自営 

伊丹市の警備会社で工事現場の交通誘導のガードマン 

と或る角 ピンク花 楚楚 立ち止まり（青山・カリ をして働いて…1年3ケ月経ちます，元気です。 

ンP木） 金谷 謙介（昭和22年卒・旧28回） 

葉さあり 輸を蓬えず 論菱と 

絢欄の 桜並また まゆみ 芝 （市ケ谷） 

桜花 ビル色映ゆる 赤城（木）台 （西五軒） 老いてますますさかん！とまでは行きませんが元気で 

お彼岸や たぶ（樟科）の木高し 法泉寺 （墨田） やっています。 大原 敬一（昭和23年卒・旧29回） 

斉藤 実（昭和17年卒・旧23回） 大原ビル自営 

震災から1年3 ケ月経ちました。皆様からの絶大なる 有料老人ホーム 「神戸ゆうゆうの里」 の生活も5 年 

ご支援を賜り，やっと落ちつける状態になって参りまし 半，好運にも大地震の被害は軽微でした。元の勤務先C

た。厚くお礼申し上げ，益々のご健勝をお祈りします。 elite Corp. USA（元Johns-Mancille 社）の仕事を 

春海 浩（昭和18年卒・旧24回） 少しづ、手伝っています。スイスヘスキーに行ってきま 

した。 川口 史郎（昭和24年卒・旧30回） 

ー元気です！。 鈴木 久雄（同上） 米国Celite Corp

いつもご無沙汰ばかりしてます。でも元気に（NY) 

の稿集や編集をやりそのかたわら少し研究の真似事をし 

てます。昨年は10余報書きました。元気です。皆さんで 

焼き物をやっていられる方はご一報下さい。 

大饗 茂（昭和18年卒・旧24回） 

阪神震災で被災，現在旧地芦屋市に小屋再建中，6月 

末頃旧地へ戻れる見通し…。 

越智 民雄（昭和19年卒・旧25回） 

卒業後46年。なつかしく応化会報は読みますが学術的 

なものは眺めるだけです。専門はすっかりお返しして古 

文書等，地方史，自然を友として植物等恋う隠居生活を 

楽しんでいます。 宮本 昭夫（昭和25年卒・旧31回） 

3月末にて定年退職。無事に楽しく勤務できました事 

を感謝しています。 柏木 希介（昭和25年卒・旧31回） 

昨年末リタイヤ。目下第2 の人生目指し充電中です。 

伊藤 陽一（昭和26年卒・旧32回） 

危険品貨物情報センターを1昨年退職後は，孫等4人 

と共に元気にすごして居ります。 ・・・病気で今は身体障害者。 ドクターストップで階段の 

清水 ー朗（昭和20年卒・旧25回） 上り下りは制限され，東京のように階段の多い所へは行 

けないんです。 大森 裕（昭和23年卒・燃4回） 

春の叙勲で勲三等瑞宝章を受章いたしました。元気で 

働いています。 塩沢 清茂（昭和20年卒・旧26回） 平成6 '-'8年，茨城懸高圧ガス地震対策委員会の委員 

を依嘱され，度々水戸まで出掛けています。特に昨年の 

卒業後すでに51年目になります。世の中はすっかり変 阪神・淡路大震災以来，地震対策の出講が増え平成7年 

りましたが，お蔭様で無事に過ごしております。 度は30回を越えました。社会奉仕に近い仕事ですがお役 
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に立っなら結構と相務めています。 

白崎 正彦（昭和24年卒・燃5回） 

囲三井海上安全技術センター 

NHK サービス脚（高圧ガス保安協会） 

アルジェリア国はハッシロンメルのガスプラントの仕 

事で駐在勤務しております。 

森 聖揚（昭和25年卒・燃6 ) 

日揮建設サービス囲 

大坪義雄先生の御逝去をお悼み申し上げます。先生に にお教えいただきます。感謝。 

は大変お世話になりヤンチャな暴れん坊の私をよくご指 樋口欣ー郎（昭和26年卒・新1回） 

導下さいました。応化会報に拙い歌をお載せ下さいまし 東京心理相談センター 専任カウンセラー 

たこと，先生の御高思に深く感謝いたしております。 

巨星おつの感 きびしさとやさしさ交えしみ姿偲ぶ 昨年コスモ石油の参与を最後に石油会社の仕事を卒業 

戸田 地根（昭和25年卒・燃6回） し年金生活のかたわら陶芸教室に行っています。これま 

金光教四谷教会 教会長 でご指導いただいた諸先輩に深く感謝しております。 

水野 高光（昭和26年卒・新1回） 

大前研一氏の著書を読むにつれ，実にすばらしい後輩が 

出たものと感心しています。欲を言えば，参議員の落選 

にも負けず勇気を以って衆議員にも出馬し，自己中心的 

な乱れを政界の再編成につくしてくれることを深く期待 

して止みません。 酒井 茂雄（昭和26年卒・新1回） 

サラリーマン生活を終了したので草炭研究会でトロピ 

カルピートの調査と 「新草炭」（仮名）編集のお手伝い 

に打ち込もうと思っています。 この外， 2 -3のボラン 

ティア活動で毎日忙しく動いています。 

藤田 耕平（昭和26年卒・燃7回） 

定年退職後，東京心理相談センター専任カウンセラー 

として勤めています。今年11月2・3日同志社大学にお 

ける日本健康心理学会第9回大会に出席して，理事長・ 

本明寛先生より，学院でお教えいただいてより48年ぶり 

にお教えいただきます。感謝。 

樋口欣ー郎（昭和26年卒・新1回） 

東京心理相談センター 専任カウンセラー 

元気に過ごしています。6年前に現役を離れその後は 

第2の人生として油絵に専念しています。 

山根 壮介（昭和26年卒・新1回） 

昨年夏「心臓バック」 という本を読み60歳以上にもな 

卒業後57年余を経て，学生時代の頃を懐しく思い出し ると96％の人が異常が発見されるとの事で，早速受診 

ています。機会があったら早稲田界隈を訪ねて見たいと し，動脈にいづれも狭率の少いことを確認しました。心 

思っています。学会の愈々盛大となることを祈ります。 筋梗塞等の突然死を予防する意味で通常の「人間ドッ 

小倉 忠彦（昭和13年卒・工1回） ク」より必要且重大と思います。 

岡本 敦巳（昭和27年卒・新2回） 

毎日検査のため病院に行っておりますが，日々元気に 

過ごしております。 長津 幾（昭和16年卒・工4回） 

孫も2歳10ケ月（男児）, 1歳（女児）となりますま 石原産業囲中央研究所 所長 

す腕白とジャジャ馬になりつ、あり，私共老夫婦には手 

に余りますが，その成長が楽しみであと15-20年は長生 台湾， ドイツなど海外関係の仕事も一段落し余裕もで 

きしたいと頑張って居ります。 きたこの機会に草炭研究会の沙漠緑化プロジェクトを手 

御所 秀夫（昭和17年卒・工6回） 伝っております。 小磯 洋ー（昭和27年卒・新2回） 

三徳化学工業囲 海外技術部長 

相変らず米国製防災機器の導入に携わっています。こ 

の年になって新技術の習得はもどかしさばかりですが， 

密かに楽しみとなっていることも否めません。 

犬塚 克己（昭和18年卒・工7回） 

さくま商事囲 建設事業部技術顧問 

京都市内に寄寓し，滋賀・草津市の中研へ通って2年 

半になります。 角田 重男（昭和27年卒・新1回） 

石原産業囲中央研究所 所長 

今年3月，東燃化学脚を退職いたしました。 

田中 守（昭和27年卒・新2回） 

さくま商事囲 建設事業部技術顧問 今年2月コニカプラザで早慶写真部0B 展があり，早 

大から秋山，松田プロ，ソニー出井，西武，堤社長他， 

本年3月末定年退職，神奈川大学名誉教授の認証を受 慶大から芳賀，船山プロ，資生堂福原社長他私も出展し 

けました。今後は米国カルフォルニアの2つの大学（大 盛況でした。 4月は阿波・鳴門・内子・レオマワール 

学院）の客員教授で日米学術交流に努める予定です。 ド・道後温泉に旅行しました。 

熊坂 浩（昭和23年卒・工12回） 横井 健次（昭和29年卒・大2回） 

健康状態優れず去年6月廃業，現在は年金生活です。 小生，今話題の朝鮮民主々義人民共和国（北朝鮮）と 
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応用化学科卒OB のゴルフコンぺ（シニアー）を年3

回開催しております。成績・スコアーは気にせず参加， 

懇親に意義ある会です。 

新島 靖雄（昭和28年卒・新3回） 

の貿易をしつこく迫ってます。今年の総会も海外出張で 

見送り・・・，又応化の皆様にはごぶさた，ご健勝を祈りま 

す0 李 錆 洛（昭和47年3月卒・大2回） 

麗光トレーディング囲代表取締役 

今年3月末防衛大学教授を定年退職，42年間の公務員 

生活を終りました。 杉浦 敏夫（昭和27年卒・新2回） 

卿冨士越化成 技術部長 

昨年2月太平製紙岡を定年退職，引続き零細企業に入 

り建設空調衛生工事のインシュレーション関係業務に携 

わっておりますが，時代の厳しさを実感しながら小康を 

保って頑張っています。諸兄方々のご健闘を祈ります。 

山内 清三（昭和30年卒・新5回） 

島工業脚 工事部長 

3月末でワイ・ェス・ケー囲を退社。卒業後44年火薬 

関係でしたので今後もお役に立てれば老いないためにも 本協議会は社会経済生産性本部及びアメリカのIFI

と思っています。 大杉 俊彦（昭和27年卒・新2回） (INTERNATIONAL FABRICARE INSTITUTE) 

の傘下団体で，全国のクリーニング業メンバーの経営研 

東燃グループ退職後，日中交流事業に身を投じていま 究管理者教育，技術に関する生産性と品質の向上を企る 

す。 アジアの繁栄を祈念してのライフワークです。技術 ための交流機関です。また年1回世界の各地で開かれる 

移転，生産委託，輸出入貿易，人材教育等々に東奔西走 国際会議，IDC (INTER NATIONAL DRY CLEA

中で，関心のある方はご一報下さい。 NERS CONGRESS）の国内スポンサー団体でもあり 

宇佐美盛爾（昭和30年卒・大3回） ます。 佐藤 ー男（昭和30年卒・新5回） 

星宇国際有限公司 会長 日本クリーニング生産性協議会 専務理事 

64歳で退職し，現在自治会のお世話をしております。 唯今東京医薬専門学校，東洋公衆衛生学院の講師とし 

大村 修三（昭和28年卒・新3回） て週4日程若人の教育に従事，又，草加市の行財政改革 

委員として月に2度程会議に参加し地元の活性化に努め 

応用化学科卒0B のゴルフコンぺ（シニアー）を年3 ております。 嶋根 政彦（昭和30年卒・新5回） 

開催しております。成績・スコアーは気にせず参加， 東京医薬専門学校 講師 

新島 靖雄（昭和28年卒・新3回） 輸入医薬品の包装作業を行っています。フアルマシア 

草炭研究会 理事 はスウェーデン製薬会社ですが，今年9月には米国のア 

プジョンと合併することになっており多忙な日々が続き 

突然の早期胃癌を摘出手術を経て昨年関連会社一切の そうです。 清水 源昭（昭平ロ30年卒・新5回） 

職を辞め， リハビリと体力回復増進に専念しておりま フアルマシア囲川崎工場 工場長 

す。 飯盛 寛ー（昭和29年卒・新4回） 

お蔭様で元気です。凡てに感謝しマイペースの生活を 

エンジョイしております。 

塚本 光彦（昭和29年卒・新4回） 

第2 の人生（学習塾の運営）はお蔭様で順調に推移し 

ています。 森岡 章（昭和29年卒・新4回） 

昭和化学工業脚 監査役 

食品関係のコンサルタントとして相変らず元気に仕事 高野不ニ雄（昭手ロ30年卒・新5回） 

を続けております。 また本年3月には同期の長谷itはん 三友ェキスプレス囲 参事 

と共に 「思い出のョーロッパ・スケッチと油絵展」 を開 

催し，同窓の皆さんにも多数ご来場いただきました。 今冬は10日ほどかけて北海道へ流氷を見に行きまし 

渡辺 隆夫（昭和29年卒・新4回） た。今春は少々体調を崩しましたが，いろんな所ヘドラ 

渡辺技術士事務所 イブ旅行を計画しています。岬巡りの旅を楽しみながら 

ノンビリ過ごしています。 

まだ現役で頑張っています。スケジュールの都合がつ 乾 雄成（昭和31年卒・新6回） 

3月に退職，晴耕雨読・目下生活ェンジョイしていま 

す。 荒田 光男（昭和30年卒・新5回） 

まだ現役で頑張っています。スケジュールの都合がつ 

かず総会をいつも欠席・・・残念！！ご盛会をお祈りします。 

木村 札（昭和30年卒・新5回） 

年甲斐もなくリサイクルプロジェクトに情熱を燃して 

います。同輩諸兄には色々お世話になっていますが，元 

気にコツコッと調査を進めている所です。大学の方は今 

年は学部生が配属されず一人で気償にやっております 

が，やはり年令には勝てず能率が上りません。何わとも 

あれ，老後をェンジョイし乍ら過ごしております。 

高野不ニ雄（昭和30年卒・新5回） 

三友ェキスプレス囲 参事 

母校・理工総研で村井資長先生の「草炭を利用する沙 
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漠緑化研究」 のお手伝いをしています。中国・新彊を手 る快調。定期的に健康診断をしているがデーターすべて 

初めに着々と成果が上がって来ています。趣味の油絵は 正常値に入り満足している。応化諸氏のご健勝を切に祈 

病膏盲に達し，昨年3回目の個展を銀座の画廊で開きま る次第…。 伊藤 諦（昭和32年卒・新7回） 

した。お蔭様で公私共に多忙な毎日を送っています。 （旭化成建材関係会社）共和工業囲 代表取締役 

川上 敵（昭和31年卒・新6回） 

草炭研究会 事務局長 三菱ガス化学を定年退職後，下記に勤務。特許，契 

40年間のサラリーマン生活を卒業，暫くの間は民俗学 

や熊野神社をテーマに追ってみたいと思っています。 

宇井 邦夫（昭和31年卒・新6回） 

環境問題にたづさわって以来既に21年が過ぎました。 

今や環境問題への対応は私の生涯のライフワークのよう 

なものと考えています。 

瀧根 正道（昭和31年卒・新6回） 

囲カネカテクノリサーチ 嘱託 

中国を含む東南アジアの伸びで化学産業も一息っいた 

処ですが，これからの数年で各国共自立するでしょう。 

国内は既に頭打ちの状態ですが住み良い場所を見付ける 

しかないようです。 津富 正孝（昭和31年卒・新6回） 

鹿島ケミカル囲 専務取締役 

パソコンブームの中最近遅ればせながら始めて見まし 

たが，目的もなくやっていてはサッパリ進歩いたしませ 

ん。 古川 昭ー（昭和31年卒・新6回） 

トライス囲 専務取締役 

三菱ガス化学を定年退職後，下記に勤務。特許，契 

約，PL関係，ご相談に応じます。 

西村 孝雄（昭和32年卒・新7回） 

エムジーシー情報サービス囲 

TEL I 03一3283一5141

取締役特許契約担当部長 

定年退職後，ボケ防止のため下記会社へ常勤嘱託とし 

て勤務しています。 比留間崇夫（昭和33年卒・新8回） 

鋤日本特許情報機構 データベース部 

昨年6月退職，「サンデー毎日」を楽しんでいます。 

錦帯橋が近いので四季の変化による景色の変化が楽しみ 

です。 中谷 美治（昭和33年卒・新8回） 

昨年12月末三井物産を定年退職，関係会社（下記）に 

移りました。米国のCH2 M HILL社との合併で環境， 

水処理，インフラ，工業全般に亘るコンサルタント，プ 

ロジェクト開発の業務をアジア，ロシア，C's諸国，中 

南米向けに行なって居り，応化OB の方々との接触を楽 

しみにして居ります。 

奥成 英輔（昭和33年卒・新8回） 

日本環境コンサルタント脚 代表取締役社長 

場所が遠くしかも応用化学とは縁遠い仕事が長いので 

つい応化会にはご無沙汰しています。同年会（14日会） 環境計量証明事業にはじまりアセスメント，コンサル 

には大体出席しています。三菱電線工業囲の0B なので ティング，ェンジニアリングと進めて創業12年目に入り 

現在の会社もこ、の間接的下請けをやっています。 ました。地域に密着した環境問題に取り組んでいます。 

柳瀬 昇（昭和31年卒・新6回） 卒業して以来37年岡山に定着しました。 

ユタカ装備姻 代表取締役社長 小林 裕（昭和34年卒・新9回） 

囲ェスクランテクニカルセンター 社長 

経営，工場全般，製造管理などでお手伝いできること 

がありましたら大小何なりとご連絡下さい。説明資料そ 

の他お送りいたします。 

島 雄（昭和32年卒・新7回） 

カネカクリエイティブコンサルティング 

大日本インキと東洋濃紙との折半出資の合弁会社にて 

精密流過（小型）機を作っています。 

中西 昭満（昭和34年卒・新9回） 

テクノサイエンス囲 専務取締役 

都市ガス業界は現在内外価格差是正・規制緩和に取り リタイアしたら次の2つの問題を研究したいと考えな 

組んでいます。厳しいビジネス環境ですが21世紀に向っ がらサラリーマンを続けています。 

て生き残れる体質を目指しがんばっています。大前さん ①社会の発展と人口減少との相関関係とその問題点 

の話聞きたかったのですが残念です。 ②銀河の赤天偏移はドップラー効果によるものと仮説に 

大谷 真夫（昭和32年卒・新7回） 対する反証の発見。 阿武 靖彦（昭和34年卒・新9回） 

大多喜ガス姻 社長 脚フジクラ 営業副本部長 

健康最優先。昨年の人間ドックで医者からキビシイ指 

導を受け，その結果体重を10 'l2kg 減量し体調すこぶ この続きは11月号に掲載させていただきます。 
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会 務 報 告 

平成8年度第1回新・旧合同役員会

日 時 平成8年5月20日（月）午後4時～5時 

会 場 大隈会館3F 301号室 

出席者 22名 

司 会 黒田一幸庶務理事 

議 案 1．平成7年度事業報告の件 

1）庶務， 2）会計，3）編集 

2．平成8年度事業計画並びに予算（案） 

に関する件 

1）庶務，2）会計，3）編集 

3，本年度総会議案に関する件 

1）名誉会員推挙検討の件 

4．その他（報告事項） 

1）役員の任期満了に伴う平成8・9

年度役員改選の件 

2）感謝状贈呈の件 

以上，出席者全員異議なく諒承した。 

平成8年度定期総会

日 時 平成8年5月20日（月） 

会 場 リーガロイヤルホテル早稲田ロイヤル 

(2）平成7年度決算承認の件（桐村会計理事） 

〈監査報告：兼松貞雄監事〉 

(3）平成8年度事業計画並びに予算（案）承認の件 

以上，審議の結果，満場一致で承認可決。 

(4）報告事項 

1）役員の任期満了に伴う，平成8・9年度 

役員改選の件 

2 ）上記に因む感謝状贈呈の件 

新役員（会長・伊藤右橘氏）紹介の後，退 

任役員（8名）へ感謝状贈呈。 

閉会の辞 新会長 伊藤右橘氏 

講演会】（午後5時30分～6時30分） 

演 題・21世紀に向って日本を考える 

講 師・大前研一氏（昭和40年卒・新15回） 

経営コンサルタント 

懇親会：（午後6時30分～8時30分） 

司 会 平林庶務理事 

挨 拶 副会長 柳津 亘 

学内近況報告（学科主任）酒井清孝 

乾 杯 名誉会員 村井資長元総長 

団 業 

校歌斉唱 

閉会の辞 副会長 （関西支部長）長谷川吉弘 

会

案

 

司
 
議
 

会 場 リーガロイヤルホテル早稲田ロイヤル 乾 杯 名誉会員 村井資長元総長 

ホール 団 業 

出席者 130名 校歌斉唱 

司 会 黒田一幸庶務理事 閉会の辞 副会長 （関西支部長）長谷川吉弘 

会長挨拶 会長 小林檀次郎 

総 会】（午後5時～5時30分） 事務局よりお詫び

議案審議 前3月号は通算51号（50号と誤印刷）が正確 

m 平成7年度事業報告の件（黒田庶務理事） です。お知らせを併せお詫び申し上げます。 

ご 逝 去

岩田繁太郎殿 

高松秀昭殿 

板倉 昇殿 

東海林正雄殿 

野口達彦殿 

山崎林造殿 

笠井幸蔵殿 

三角恒夫殿 

大隅栄一殿 

G日制26回） 

（新制12回） 

G日制20回） 

G日制18回） 

（新制1回） 

q日制29回） 

（燃7回） 

（工経7回） 

（旧制23回） 

同期生の通報届出 

平成5年10月13日 

平成7年6月12日 

平成7年7月30日 

平成7年12月21日 

平成8年1月17日 

平成8年2月3日 

平成8年4月9日 

平成8年4月10日 
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（平成7年度） 会 計 報 告 

賃 借 対 照 表 

借 方 貸 方 

摘 要 金 額 摘 要 金 額 

現 金 400,173円 運 営 資 金 7,670,000円 
郵 便 振 替 86,360 基 金 1,890,000
銀行普通預金（利息） 279,520 名簿刊行積立金 1,050,000
銀 行 普 通 預 金 35,851 前納会費預り金 4,145,225
貸 付 信 託 700,000 所得税預り金 26,530
銀 行 定 期 預 金 13,871,358 次期繰越金 591,507

15,373,262 15,373,262

収 支 決 算 表 （自平成7年4月1
収 入 支 出 

摘 要 金 額 摘 要 金 額 

前 期 繰 越 金 

正有志会員会費 
学 生 会 員 会 費 

寄 付 金 

利 息 
広 告 代 
雑 収 入 
運 営 資 金取 崩 

1,618,448円 
7,753,500
1,121,250

760
166,510

0
978,779

0

生
査
 

会
絡
 

会

集

学

調

集

支

用

事

雑

繰

 

費

費

費

費

費

費

費

費

費

金

 

報

会

部

連

金

部

品

務

 

越
 

屯794,990円 
1,016,464
261,585

60,885
102,220
100,615

41,001
4,615,283

54,697
591,507

11,639,247

平成8年度予算案 

11,639,247

収 入 支 出 

摘 要 金 額 7年度実績 摘 要 金 額 7年度実績 

前 期 繰 越 金 

正有志会員会費 
学生 会 員 会 費 
寄 付 金 
利 息 
広 告 代 
雑 収 入 
運 営 資 金 取 崩 

591,507円 
7,800,000
1,050,000

0
150,000

0
950,000

2,000,000

円
 

1

”ー‘1

6
7
1
 

l
 

9

8
3
1
 

6
 

8

1
5
2
 

6
 

7

4
5
2
7
5
 

7

4
0
5
6
1
 

“ー
 

8
0
0
0
0
0
9
0

生
査
 

会
絡
 

会

集

学

調

集

支

用

事

雑

繰

 

費
費
費
費
費
費
費
費
費
金
 

報

会

部

連

金

部

品

務

 

越
 

&000,000円 

750,000
450,000

50,000
150,000
100,000

60,000
4,700,000

30,000
1,251,507

4,794,990円 
1,016,464
261,585
60,885
102,220

100,615

41,001
4,615,283

54,697
591,507

12,541,507 11,639,247 12,541,507 11,639,247

会費払込みのお願い
平成8年度分会費の払込用紙を同封致しました。 

滞納のある方は本年度分を含め「3年分までを」 

払込み下さるようお願い申し上げます。前納され 

た方は次号の11月号へ前納者ご芳名として皆様の 

備忘録をも兼ねて掲載（但し，原稿締切都合上9

月末日到着分）させて頂いておりますので，より 

多くの前納（何年分でも結構です）をお願い申し 

上げます。なお，長年（10年以上）会費未納の方 

には会報をお届け出来ない事になっておりますが， 

会報が届いていない会員の方々へは会費納入の呼 

びかけをしていただけますよう，本会の発展・向 

上に懸け会員皆様のご協力をお願い申し上げます。 

記 

会費年額 3,000円 

振込口座 本報奥付ご参照 
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平成8・9年度 役 員 名 ― 覧 
（〇印は新任） 

＜理 事＞ ノノ22 〇里見 多一 燃3 手嶋 精一 ノノ ノノ 坂田 信彦 ノノ35 伊東 存枚 

役 付 ノノ ノノ 〇津田 信吾 燃4 小林 貞次 ノノ20 新井 泰裕 ノノ ノノ 榎本 康宏 

（会 長） ノノ ノノ 高宮 信夫 ノノ ノノ 佐藤 裕幹 ノノ ノノ 田中 雅人 

新6 伊藤 右橘 （理事～学内） 旧30 遠山俊二郎 ノノ ノノ 篠崎 開 ノノ36 臼田 雅彦 

新5 宇佐美昭次 燃5 白崎 正彦 "21 安斉 秀行 ノノ ノノ 辻浦 久子 

（副会長） ノノ7 豊倉 賢 旧31 有田 士朗 ノノ22 赤田 正典 ノノ37 小笠原啓一 

新8 柳洋 ノノ8 平田 彰 燃6 赤林 宏 ノノ ノノ 川島 親史 ノノ ノノ 小林健一郎 

ノノ15 酒井 清孝 大ノノ 土田 英俊 旧32 川合善三郎 ノノ ノノ 重原 淳孝 ノ／38 長島 広光 

ノノ20 長谷川吉弘 新14 菊池 英一 ノノ ノノ 光井 武夫 ノノ23 小野崎正樹 ノノ ノノ 吉田 亮 

ノノ21 棚橋 純一 ノノ19 逢坂 哲禰 燃7 藤田 耕平 ノノ ノノ 中村 泰雄 ノノ39 塩田 晃 

ノノ20 西出 宏之 工13 岡本三郎助 ノノ24 熊谷 俊弥 ノノ ノノ 笹目由紀子 

（監 事） ノノ33 〇菅原 義之 新2 古平 通雄 ノノ ノノ 高久浩一郎 ノノ40 則武 智 

旧23 兼松 貞雄 役 付 7名 ノノ3 木邑 隆保 ノノ25 里見 知英 ノノ ノノ 立川 仁典 

ノノ26 清水 常一 役付理事6名 ノノ ノノ 松本 俊雄 ノノ ノノ 根岸 直樹 ノノ41 大類 研 

理 事 20名 ノノ4 橋本 幸雄 ノノ ノノ 薮本 周郎 ノノ ノノ 土屋 勝則 

役付理事 理事計 33名 ノノ5 川島 利夫 ノノ26 尾上 薫 ノノ42 久保 利行 

（庶 務） 佐藤 一男 ノノ ノノ 斎藤 哲次 ノ／ ノノ 各務 成存 

新10 平林 浩介 ＜評議員＞ ノ／6 津富 正孝 ノノ27 上野 潤二 "43 〇相川 龍一 

ノノ24 黒田 一幸 （学 外） ノノ7 斎藤 儒範 ノノ ノノ 笠井 正紀 /1 〇中島 隆行 

旧9 竹内 光雄 寺内 淑晃 ノノ ノ／ 香田 章 ノノ44 〇穐山 徹 

（編 集） "10 神原 周 ノノ8 大矢 英男 新28 菅沼 紀之 ノノ ノノ 〇太田 英史 

新19 藤本 瞭一 ノノ13 鹿島 次郎 ノノ9 大久保則良 ノノ ノノ 都築 一郎 評議員119 名 

有志 清水 功雄 ノノ15 堀米 耕平 趨 錫来 ノノ29 石原 一彦 - 

新26 平沢 泉 ノノ19 尾立 維恒 ノノ10 野元 成晃 ノノ ノノ 岩田 利枝 （編集委員） 

"20 京都 純義 ノノ11 中西 克夫 ノノ ノノ 松田 宏雄 岡新19 藤本 瞭一 

（会 計） ノノ21 鴛測 晴樹 ノ／ ノノ 松山 喜昭 ノノ30 黒田 和彦 有 志 清水 功雄 

新33 桐村光太郎 ノノ22 小場 豊次 ノ／12 金子 勝三 ノノ ノノ 保坂 幸尚 同新26 平沢 泉 

ノノ ノノ 吉島 寧 ノノ ノノ 佐々木健二 ノノ31 野口 栄 ノノ2ノノ2 本田 尚士 

（理事～学外） ノノ23 種村 哲哉 ノノ13 国分 可紀 ノノ ノノ 藤城 光一 ノノ9ノノ9 名手 孝之 

新2 本田 尚士 ノノ24 阿久津兼二 ノノ14 石上 尚希 ノノ ノノ 米山 昌宏 ノノ14ノノ14 菖 肇 

ノノ8 小松原道彦 ノノ ノノ 小森田藤夫 大ノ／ 土本 暗二 ノノ32 中尾 愛子 ノノ17ノノ17 大林 秀仁 

大ノノ 工7 犬塚 克己 新15 斉木 篤 ノ／ ノノ 菅藤 純平 ノノ19ノノ19 逢坂 哲蒲 吉冨 末彦 

新9 名手 孝之 旧25 太田 昭 ノノ ノノ 坪井 彦忠 ノノ ノノ 若杉 厚 ノノ20ノノ20 西出 宏之 

ノノ10 〇二瓶 公志 ノノ ノノ 高野 良孝 大16 荒川 秀夫 ノノ33 溝口 徳実 長谷川吉弘 

ノノ14 菖 肇 旧27 田中 甫 新ノノ 岡崎 陽夫 ノノ ノノ 村木 孝昭 ノノ24ノノ24 黒田 一幸 

ノノ16 大橋 淳男 ノノ ノノ 長谷川 宏 ノ／17 高橋 志郎 ノノ ノノ 渡沼 幸弘 "35" 35 斎藤 広美 

ノノ17 大林 秀仁 燃2 福士 三郎 ノ／18 田中 和明 ノノ34 出石 忠彦 ノ／39万 39 笹目由紀子 

"18 竹下 哲生 旧28 阿保 栄司 ノノ ノノ 伴野 丞計 ノノ ノノ 前田 和哉 (13名） 

ノノ19 〇鈴木 雅行 ノノ ノノ 大原 定夫 ノノ19 得能 通亮 ノノ ノノ 町野 彰 
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編 集 後 記 

大坪先生の追悼特集号の編集を担当させて頂 学会における先生の御活躍は，専門の異なる私 

くことになり，改めて厳しさの中に慈愛のこもっ にもすばらしいものとして伝わってきておりまし 

た，先生の温顔を思い浮かべております。 た。かつての教え子としては，何か誇らしい思い 

アルバイトに追われて，授業への出席状態も決 に，浸ることができたのも，今は懐かしい思い出 

して良好とは言われなかった私ですが，先生の思 となってしまいました。 

い出として今も心に残っているのは，突如として 師をおくる 文読む宵の 七変化 

チョークが飛んできて眠気が1度に覚めた思い 大坪先生のご冥福を心からお祈りして，編集後 

で，歯切れのよいお話振り，そして人懐こい微笑 記の筆を欄きます。 

みでした。 （編集担当・本田尚士） 

役 員 

（会長） 

伊 藤 右 橘 

（編集担当・本田尚士） 
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（会計理事） （理事～学内） 
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